
プ
ー
チ
ン
ら
の
祝
福
が
後
押
し

指
標
は
国
民
１
人
あ
た
り
の

国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
だ
。

教
育
の
開
発
度
は
、
２
５
歳

以
上
の
成
人
の
平
均
就
学
年

数
と
就
学
前
の
子
供
達
が
就

学
す
べ
き
年
数
予
測
の
二
つ

が
評
価
対
象
と
な
る
。

　

１
９
年
の
伯
国
の
平
均
寿

命
は
７
５
・
９
年
で
、
１
８

年
よ
り
０
・
２
年
延
び
た
。

１
９
９
０
年
の
平
均
寿
命

は
６
６
・
３
年
だ
っ
た
。
国

民
１
人
あ
た
り
の
所
得
は

１
万
４
２
６
３
ド
ル
で
１
８

年
よ
り
０
・
５
％
増
え
た
が
、

依
然
と
し
て
２
０
１
０
年
の

１
万
４
４
０
９
ド
ル
に
は

戻
れ
ず
に
い
る
。
就
学
予

測
年
数
は
１
５
・
４
年
で
、

２
０
１
６
年
か
ら
ず
っ
と
同

じ
だ
。平
均
就
学
年
数
は
７
・

８
年
か
ら
８
年
に
な
り
、
若

干
の
改
善
が
見
ら
れ
た
。

　

南
米
で
の
Ｈ
Ｄ
Ｉ
ト
ッ

プ
は
チ
リ
の
０
・
８
５
１

で
、
以
下
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

０
・
８
４
５
、
ウ
ル
グ
ア
イ

０
・
８
１
７
、
ペ
ル
ー
０
・

７
７
７
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
０
・

　

１
４
日
、
米
国
大
統
領
選
の
選
挙
人
投
票
が
行
わ
れ
、
予
想
通
り
、
ジ
ョ
ー
・
バ

イ
デ
ン
氏
の
当
選
が
確
定
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
は
当
選
を
承
認
し
て
い
な

か
っ
た
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
も
バ
イ
デ
ン
氏
を
祝
福
。
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は

バ
イ
デ
ン
氏
を
祝
福
し
て
い
な
い
国
家
元
首
２
人
の
う
ち
の
１
人
と
な
っ
て
い
た
が
、

１
５
日
午
後
に
な
っ
て
よ
う
や
く
祝
福
し
た
。
１
５
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

聖
州
地
裁
は
１
４
日
、
州

内
の
バ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に

対
し
、
午
後
８
時
以
降
の
酒

類
の
販
売
を
許
可
す
る
判
断

を
下
し
た
。
こ
の
時
間
帯
の

酒
類
の
販
売
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
再
拡
大

を
受
け
た
聖
州
政
府
が
１
１

日
に
禁
止
し
、
１
２
日
か
ら

チ
ン
大
統
領
が
１
５
日
に
、

「
世
界
が
直
面
す
る
課
題
解

決
に
向
け
、
相
互
の
関
係
性

を
築
き
上
げ
る
用
意
は
で
き

て
い
る
」
と
、
ク
レ
ム
リ
ン

経
由
で
祝
電
を
打
っ
た
。
国

家
元
首
の
祝
福
と
し
て
は
、

１
１
月
２
５
日
に
行
わ
れ
た

中
国
の
習
近
平
国
家
主
席
に

並
ぶ
、
影
響
力
の
大
き
な
も

の
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
米
国
の
隣
国
の

メ
キ
シ
コ
で
も
オ
ブ
ラ
ド
ー

ル
大
統
領
が
バ
イ
デ
ン
氏
宛

に
祝
福
の
手
紙
を
送
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
で
バ
イ
デ
ン
氏
を
ま

だ
祝
福
し
て
い
な
い
の
は
ボ

ル
ソ
ナ
ロ
大
統
領
と
、
北
朝

鮮
の
金
正
恩
最
高
指
導
者
の

２
人
だ
け
と
な
っ
て
い
た
。

　

ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏
は
か
ね
て

か
ら
、
ト
ラ
ン
プ
氏
を
敬
愛

し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

る
が
、
１
１
月
７
日
に
当
確

が
発
表
さ
れ
て
以
降
も
、「
米

選
挙
人
投
票
で
バ
イ
デ
ン
当
確

７
６
７
と
続
く
。
伯
国
の
Ｈ

Ｄ
Ｉ
は
南
米
で
６
位
だ
。
そ

れ
で
も
、
Ｈ
Ｄ
Ｉ
０
・
７
〜

０
・
７
９
９
の
国
は
開
発
度

が
高
い
国
に
数
え
ら
れ
る
。

　

Ｈ
Ｄ
Ｉ
に
は
格
差
を
考
慮

し
た
不
平
等
調
整
済
み
人
間

開
発
指
数
（
Ｉ
Ｈ
Ｄ
Ｉ
）
も

あ
る
。
伯
国
の
Ｉ
Ｈ
Ｄ
Ｉ
は

０
・
５
７
０
で
、
Ｈ
Ｄ
Ｉ
よ

り
２
５
・
５
％
も
低
い
。
Ｈ

Ｄ
Ｉ
と
Ｉ
Ｈ
Ｄ
Ｉ
の
差
（
格

差
の
大
き
さ
）
は
ラ
米
諸
国

の
中
で
も
最
大
で
、
世
界
ラ

ン
キ
ン
グ
は
１
０
４
位
に
落

ち
る
。
伯
国
で
格
差
が
最
も

大
き
い
の
は
所
得
で
、
同
項

目
の
ポ
イ
ン
ト
を
４
１
％
引

に
は
、
経
済
成
長
と
共
に
、

人
間
お
よ
び
人
間
の
自
由
の

拡
大
を
基
準
と
す
べ
き
と
い

う
考
え
を
反
映
し
て
い
る
。

　

Ｈ
Ｄ
Ｉ
は
０
か
ら
１
で
表

さ
れ
、
数
字
が
大
き
い
ほ
ど

人
間
開
発
度
が
高
い
。
１
９

年
の
ト
ッ
プ
は
０
・
９
５
４

の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
、
最
下
位

は
０
・
３
７
７
の
ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
だ
っ
た
。

　

保
健
の
開
発
度
を
測
る
指

標
は
平
均
寿
命
で
、
経
済
の

　

国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ

Ｐ
）
人
間
開
発
報
告
書
室
の

発
表
に
よ
る
と
、
１
９
年
の

伯
国
の
人
間
開
発
指
数
（
Ｈ

Ｄ
Ｉ
）
は
０
・
７
６
５
で
前

年
の
０
・
７
６
２
よ
り
改
善

し
た
が
、
他
国
の
改
善
度

が
高
く
、
ラ
ン
キ
ン
グ
は

１
８
９
カ
国
中
７
９
位
か
ら

８
４
位
に
低
下
し
た
と
１
５

日
付
伯
字
サ
イ
ト
が
報
じ

た
。

　

Ｈ
Ｄ
Ｉ
は
保
健
、
教
育
、

所
得
の
３
側
面
か
ら
あ
る
国

の
平
均
達
成
度
を
測
る
指
標

だ
。
一
つ
の
国
を
評
価
す
る

若
干
改
善
も
ラ
ン
キ
ン
グ
低
下

検
察
庁
と
最
高
裁「
極
め
て
深
刻
」

法
定
ア
マ
ゾ
ン
へ
の
警
告
も

き
下
げ
る
。

　

性
差
を
考
慮
し
た
場
合
の

ラ
ン
キ
ン
グ
は
９
５
位
だ
。

こ
の
場
合
の
指
数
は
、
妊
婦

の
死
亡
率
や
若
年
妊
娠
、
議

会
に
お
け
る
女
性
の
比
率
な

ど
が
考
慮
さ
れ
る
。

　

１
９
年
の
報
告
書
で
は
、

地
球
へ
の
影
響
を
考
慮
し
た 伯国のＨＤＩについて報じる５日付ヴァロール紙の記事の一部

アラス長官（Roberto Jayme/TSE）

最後から２番目の遅さ

大統領長男疑惑

国
の
大
統
領
選
で
は
、
多
く

の
不
正
が
行
わ
れ
た
よ
う
だ
」

と
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
起
こ
し

て
い
た
法
廷
闘
争
の
結
果
を

待
つ
こ
と
を
示
唆
す
る
発
言

を
行
っ
て
い
た
。

　

大
統
領
の
正
式
承
認
は
、

２
１
年
１
月
６
日
に
連
邦
議

会
で
開
封
の
末
に
行
わ
れ
る
。

ト
ラ
ン
プ
氏
や
同
氏
の
支
持

者
は
、
議
会
が
バ
イ
デ
ン
氏

の
当
選
を
無
効
に
す
る
可
能

性
に
か
け
て
い
る
が
、
１
５

日
に
は
、
議
会
内
の
共
和
党

議
員
に
最
大
級
の
影
響
を
持

ち
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
法
廷
闘

争
を
支
持
し
て
い
た
ミ
ッ
チ
・

マ
コ
ー
ネ
ル
上
院
多
数
党
院

内
総
務
も
、
バ
イ
デ
ン
氏
を

祝
福
す
る
声
明
を
発
表
。
事

態
の
逆
転
は
ほ
ぼ
絶
望
的
と

な
っ
て
い
た
。

　

こ
う
し
て
圧
力
が
か
か
る

中
、
１
５
日
付
伯
字
サ
イ
ト

に
よ
れ
ば
同
日
午
後
５
時
過

ぎ
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統
領
が

発
効
と
な
っ
て
い
た
。
だ
が
、

打
撃
を
受
け
た
ブ
ラ
ジ
ル
・

バ
ー
・
レ
ス
ト
ラ
ン
協
会
（
Ａ

ｂ
ｒ
ａ
ｓ
ｅ
ｌ
）
が
「
酒
類

は
我
々
の
売
上
の
５
０
％
を

占
め
る
」
と
抗
議
運
動
を
行

い
、
訴
訟
を
起
こ
し
て
い
た
。

今
回
、
地
裁
は
「
州
の
定
め

る
コ
ロ
ナ
対
策
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
遵
守
す
る
」
こ
と
を
条
件

に
Ａ
ｂ
ｒ
ａ
ｓ
ｅ
ｌ
の
訴
え

を
認
め
た
。
ジ
ョ
ア
ン
・
ド

リ
ア
聖
州
知
事
は
早
速
、
控

訴
し
て
い
る
。
営
業
上
の
損

失
を
嫌
が
る
気
持
ち
は
わ
か

る
が
、
そ
こ
に
こ
だ
わ
る
が

あ
ま
り
感
染
が
拡
大
し
て
市

民
生
活
が
悪
化
す
る
こ
と
の

方
が
問
題
で
は
？　

　
　
　
　
　

◎

　

１
４
日
、
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
、

ロ
ウ
パ
・
ノ
ー
ヴ
ァ
の
ヴ
ォ
ー

カ
リ
ス
ト
、
パ
ウ
リ
ー
ニ
ョ
が

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
り
、
リ

オ
市
の
病
院
で
亡
く
な
っ
た
。

６
８
歳
だ
っ
た
。
パ
ウ
リ
ー

ニ
ョ
は
９
月
に
骨
髄
移
植
の

手
術
を
受
け
、快
方
に
向
か
っ

て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
に
感
染

し
て
命
を
落
と
し
た
。
パ
ウ

リ
ー
ニ
ョ
は
１
９
８
０
年
に

ロ
ウ
パ
・
ノ
ー
ヴ
ァ
で
活
動
を

始
め
、
親
し
み
や
す
い
洗
練

さ
れ
た
楽
曲
で
人
気
を
博
し
、

「
サ
パ
ト
・
ヴ
ェ
ー
リ
ョ
」
な

ど
の
ヒ
ッ
ト
曲
で
知
ら
れ
て
い

た
。
近
年
も
積
極
的
に
コ
ン

サ
ー
ト
活
動
を
行
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
日
１
６
日
の
サ
ッ
カ
ー

の
注
目
は
、
全
国
選
手
権
で

は
モ
ル
ン
ビ
で
の
サ
ン
パ
ウ
ロ

対
ア
ト
レ
チ
コ
・
ミ
ネ
イ
ロ

の
首
位
攻
防
戦
。
リ
ベ
ル
タ

ド
ー
レ
ス
杯
で
は
、
ヴ
ィ
ラ
・

ベ
ル
ミ
ロ
で
サ
ン
ト
ス
対
グ
レ

ミ
オ
の
準
々
決
勝
第
２
試
合

（
第
１
試
合
は
１
―
１
で
引

き
分
け
）
が
行
わ
れ
る
。
ど

ち
ら
も
、
そ
ろ
そ
ろ
終
盤
で

大
詰
め
を
迎
え
る
時
期
な
の

で
目
が
離
せ
な
い
。

　

聖
州
で
の
今
年
の
性
犯
罪

に
よ
る
逮
捕
者
が
１
５
０
０

人
を
超
え
て
い
る
と
、
１
５

日
付
伯
字
サ
イ
ト
が
報
じ
て

い
る
。

　

こ
れ
は
グ
ロ
ー
ボ
局
の

に
１
６
０
人
が
性
犯
罪
で
逮

捕
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
ペ
ー
ス
が
１
２
月
ま

で
続
く
と
す
れ
ば
１
９
２
０

人
だ
か
ら
、
２
千
人
は
超
え

ず
、
２
０
１
９
年
に
記
録
し

た
２
３
０
７
人
に
は
及
ば
な

い
計
算
に
な
る
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
外
出
自
粛
期
間

が
長
く
続
い
た
た
め
、
逮
捕

者
の
減
少
に
つ
な
が
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
が
、
２
０
１
８
年

に
記
録
し
た
１
８
５
０
人
を

超
え
る
可
能
性
は
大
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
外
に
出

か
け
る
機
会
が
少
な
か
っ
た

割
に
は
逮
捕
者
数
が
大
き
く

は
減
っ
て
い
な
い
と
い
え
る
。

　
【
既
報
関
連
】
大
統
領
長

男
の
疑
惑
を
も
み
消
す
と
い

う
私
的
な
目
的
の
た
め
に
、

国
家
諜
報
機
関
の
ブ
ラ
ジ
ル

情
報
局
（
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｎ
）
が
調

査
報
告
書
を
作
成
し
た
と
の

報
道
を
受
け
、
連
邦
検
察
庁

と
最
高
裁
が
事
態
を
深
刻
視

し
て
い
る
と
１
４
、１
５
日
付

伯
字
紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
て

い
る
。

　
こ
の
動
き
は
、
フ
ラ
ヴ
ィ
オ

氏
が
リ
オ
州
議
時
代
に
行
っ

て
い
た
と
さ
れ
る
幽
霊
職
員

の
給
与
の
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
（
ラ

シ
ャ
ジ
ー
ニ
ャ
）
に
関
し
、
大

統
領
一
家
の
友
人
で
あ
る
ア

レ
ッ
シ
ャ
ン
ド
レ
・
ラ
マ
ジ
ェ

ム
氏
が
長
官
を
務
め
る
Ａ
Ｂ

Ｉ
Ｎ
が
、
連
邦
警
察
の
捜
査
・

告
発
を
逃
れ
さ
せ
る
べ
く
、

フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
と
そ
の
弁
護

士
に
複
数
の
調
査
報
告
書
を

送
っ
た
と
い
う
容
疑
に
対
す

る
司
法
機
関
側
か
ら
の
反
発

だ
。

　

フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
や
そ
の
側

近
へ
の
捜
査
に
関
す
る
文
書

を
入
手
す
る
た
め
の
手
ほ
ど

き
を
す
る
と
共
に
、「
国
税
庁

関
係
者
が
悪
事
を
働
い
て
い

る
」
と
し
て
、
同
庁
関
係
者

ら
の
人
事
交
代
を
求
め
る
よ

う
勧
め
、
実
際
に
圧
力
を
か

け
て
い
た
と
さ
れ
る
こ
と
を

強
く
問
題
視
し
て
い
る
。

　

こ
の
件
を
受
け
て
連
邦
検

察
庁
は
、
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｎ
側
に
フ

ラ
ヴ
ィ
オ
氏
を
守
る
意
思
が

あ
っ
た
の
か
の
判
断
を
行
う

た
め
、
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｎ
と
Ａ
Ｂ
Ｉ

Ｎ
を
傘
下
に
置
く
大
統
領
府

安
全
保
障
室
（
Ｇ
Ｓ
Ｉ
）
に

対
し
、
本
件
に
関
す
る
情
報

提
出
を
求
め
た
。
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｎ

に
関
す
る
疑
惑
は
、
ラ
シ
ャ

ジ
ー
ニ
ャ
疑
惑
に
関
す
る
捜

査
の
一
部
に
組
み
込
ま
れ
る
。

　

ア
ウ
グ
ス
ト
・
ア
ラ
ス
検

察
庁
長
官
は
、「
ま
ず
は
証

拠
を
見
つ
け
な
い
こ
と
に
は
」

と
の
姿
勢
を
見
せ
な
が
ら
も
、

こ
の
疑
惑
を
伝
え
た
「
エ
ポ

カ
」
誌
の
内
容
に
関
し
、「
き

わ
め
て
深
刻
」
と
の
判
断
を

下
し
て
い
る
。

　

ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統
領
の
指

名
を
受
け
て
長
官
に
選
出
さ

れ
た
ア
ラ
ス
氏
は
、
ボ
ル
ソ

ナ
ロ
一
家
の
捜
査
に
対
し
て
消

極
的
な
態
度
を
と
っ
て
来
た
。

今
回
、
検
察
庁
が
動
い
た
背

景
に
は
、
５
０
人
を
超
え
る

下
院
議
員
た
ち
か
ら
捜
査
を

求
め
る
声
が
出
た
た
め
と
さ

れ
て
い
る
。

　

一
方
、
最
高
裁
で
も
１
４

日
、
カ
ル
メ
ン
・
ル
シ
ア
判
事

が
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｎ
と
Ｇ
Ｓ
Ｉ
に
対

し
、
２
４
時
間
以
内
に
ラ
シ
ャ

ジ
ー
ニ
ャ
揉
み
消
し
疑
惑
に
関

す
る
情
報
を
提
出
す
る
よ
う

命
じ
た
。
国
家
機
関
を
個
人

の
利
益
の
た
め
に
利
用
す
る
こ

と
は
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
同

判
事
も
本
件
を
「
重
大
な
問

題
」
と
判
断
し
て
い
る
。

　

１
５
日
に
中
銀
通
貨
政
策

委
員
会
（
Ｃ
ｏ
ｐ
ｏ
ｍ
）
の

議
事
録
が
発
表
さ
れ
、
景
気

回
復
は
緩
や
か
と
見
て
い
る

事
や
、
経
済
基
本
金
利
（
Ｓ

ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
）
の
引
き
上
げ
再

開
を
検
討
し
て
い
る
事
が
明

ら
か
に
な
っ
た
と
同
日
付
伯

字
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

９
日
の
会
議
で
は
経
済
基

本
金
利
が
年
２
％
で
据
え
置

か
れ
た
が
、
そ
れ
と
共
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
再
拡
大

に
伴
う
社
会
隔
離
の
厳
格
化

に
よ
り
、
複
数
の
主
要
な
経

済
分
野
で
需
要
回
復
が
中
断

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
の

見
方
が
示
さ
れ
た
。
だ
が
、

金
銭
的
、
財
政
的
な
刺
激
と

ワ
ク
チ
ン
検
査
で
良
好
な
結

果
が
出
れ
ば
、
回
復
基
調
が

強
ま
る
可
能
性
が
あ
る
事
も

書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

中
銀
は
、
政
府
に
よ
る
所

得
移
転
政
策
が
耐
久
消
費
財

の
購
入
や
投
資
な
ど
を
通
じ

た
景
気
回
復
を
促
し
た
事
を

評
価
し
て
い
る
。
た
だ
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
感
染
再
拡
大
で

先
行
き
が
不
透
明
と
な
っ
て

い
る
事
や
、
来
年
以
降
は
公

的
支
出
の
適
正
化
が
必
要
と

な
る
事
と
で
、
経
済
活
動
が

現
在
の
ペ
ー
ス
で
回
復
す
る

か
否
か
の
見
通
し
は
よ
り
困

難
に
な
っ
た
と
い
う
。

外国為替市況
中銀サイトより

12月15日午後 4時現在
米ドル相場

売　5.086  R$
買　5.085  R$

円相場
売　0.0491  R$
買　0.0491  R$

性
犯
罪
で
１
５
０
０
人
以
上
逮
捕

コ
ロ
ナ
の
外
出
自
粛
の
最
中
に

諜
報
機
関
の
私
的
流
用
を
問
題
視

人間開発指数

伯
国
は
１
８
９
カ
国
中
８
４
位

聖 州

景
気
回
復
は
緩
や
か
と
予
想

基
本
金
利
引
き
上
げ
も
示
唆

Ｃｏｐｏｍ

選挙人投票所
（Offi  ce Of Governor NY）

　

米
国
で
は
１
４
日
、
国
民

投
票
の
結
果
に
基
づ
き
、
全

米
各
州
か
ら
選
挙
人
が
選
ば

れ
、
投
票
が
行
わ
れ
た
。

　

１
１
月
７
日
に
メ
デ
ィ
ア

が
バ
イ
デ
ン
氏
の
当
選
確
実

と
報
じ
て
以
降
、
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
は
毎
日
の
よ
う
に
、

ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ

ニ
ア
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
、
ミ

シ
ガ
ン
と
い
っ
た
接
戦
州
に
対

し
て
、「
不
正
投
票
が
行
わ

れ
た
」
と
の
訴
え
を
起
こ
し

て
い
た
。
だ
が
、
そ
れ
ら
が

受
け
付
け
ら
れ
る
こ
と
は
な

く
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
で
は
２

度
の
再
集
計
後
も
結
果
は
変

わ
ら
な
か
っ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
自
身
が
選

ん
だ
３
人
を
含
む
保
守
派
が

多
数
の
最
高
裁
が
こ
れ
ら
の

州
で
の
選
挙
の
無
効
判
断
を

出
し
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て

い
た
が
、
１
１
日
に
は
、
審

理
ど
こ
ろ
か
、
訴
状
の
受
付

そ
の
も
の
が
却
下
さ
れ
た
。

こ
れ
で
、
各
州
の
投
票
結
果

が
変
わ
る
こ
と
な
く
選
挙
人

投
票
の
日
を
迎
え
た
が
、
各

州
で
確
定
さ
れ
て
い
た
投
票

結
果
に
謀
反
を
起
こ
す
選
挙

人
は
１
人
も
お
ら
ず
、
当
初

の
予
想
通
り
、
３
０
６
人
対

２
３
２
人
で
バ
イ
デ
ン
氏
の

勝
利
が
確
定
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
こ
れ
ま
で

バ
イ
デ
ン
氏
の
祝
福
に
慎
重

な
態
度
で
い
た
ロ
シ
ア
の
プ
ー

バ
イ
デ
ン
氏
の
勝
利
を
よ
う

や
く
認
め
、「
米
国
が
自
由

の
国
で
あ
り
、
勇
敢
な
国
で

ボルソナロ、遂に承認米国
大統領選

（１） ２０２０（令和二）年第５６３５号  １２月 １６日 （水曜日）

プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
圧
力
調
整
済

み
人
間
開
発
指
数
（
Ｐ
Ｈ
Ｄ

Ｉ
）
も
創
設
さ
れ
た
。
国
民

１
人
あ
た
り
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
（
二
酸
化
炭
素
に

換
算
）
と
天
然
資
源
消
費
量

（
マ
テ
リ
ア
ル
フ
ッ
ト
プ
リ

ン
ト
）
を
加
味
す
る
と
、
伯

国
の
評
価
は
０
・
７
１
０
に

落
ち
る
。

　

Ｐ
Ｈ
Ｄ
Ｉ
算
出
に
は
森
林

伐
採
や
森
林
火
災
、
土
地
の

用
途
変
更
な
ど
が
加
味
さ
れ

る
。
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
は
、
法
定
ア

マ
ゾ
ン
の
森
林
伐
採
や
パ
ン

タ
ナ
ル
の
火
災
な
ど
に
言
及

し
、
ア
マ
ゾ
ン
が
サ
バ
ン
ナ

に
変
わ
る
可
能
性
を
指
摘
。

他
方
、
先
住
民
居
住
区
で
は

生
物
の
多
様
性
が
保
持
さ
れ

て
い
る
と
も
述
べ
て
い
る
。

先
進
国
の
Ｐ
Ｈ
Ｄ
Ｉ
は
伯
国

以
上
に
落
ち
る
た
め
、
伯
国

の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
７
４
位
に

上
が
る
。

　

９
月
発
表
の
中
銀
の
予
想

で
は
、
今
年
の
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
５
％
の
マ
イ

ナ
ス
成
長
で
、
来
年
は
３
・

９
％
の
成
長
と
な
っ
て
い
た

が
、
市
場
関
係
者
達
は
、
今

年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
４
・
４
１
％

縮
小
、
来
年
は
３
・
５
％
成

長
と
見
て
い
る
。

　

中
銀
は
１
２
月
は
食
料
品

価
格
値
上
が
り
の
ペ
ー
ス
が

鈍
る
と
見
て
い
る
が
、
最
近

の
物
価
指
数
が
予
想
以
上
に

上
昇
し
て
い
た
事
も
あ
り
、

Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
引
き
上
げ
に
つ

い
て
も
話
し
合
わ
れ
た
。
現

時
点
で
は
、
来
年
８
月
に
は

年
２
・
２
５
％
、
９
月
に
は

２
・５
％
、
１
０
月
に
は
２
・

７
５
％
、
１
２
月
に
は
３
％

に
と
、
順
次
上
げ
て
行
く
可

能
性
が
あ
る
よ
う
だ
。

　

中
銀
は
、
持
続
可
能
な
経

済
成
長
の
た
め
に
は
種
々
の

改
革
や
調
整
が
必
要
と
も
説

い
て
い
る
。

あ
り
続
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
っ
た
と
報
じ
た
。

ニ
ュ
ー
ス
が
、
聖
州
市
警
か

ら
独
占
的
に
入
手
し
た
情
報

で
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
だ
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
今
年

１
〜
１
０
月
の
性
犯
罪
に

よ
る
逮
捕
者
は
、
合
計
で

１
５
９
９
人
だ
っ
た
と
い
う
。

そ
の
う
ち
の
８
６
９
人
は
現

行
犯
逮
捕
で
、
残
る
７
３
０

人
は
捜
査
後
に
逮
捕
状
が
出

て
逮
捕
さ
れ
た
と
い
う
。

　

月
間
平
均
だ
と
、
ひ
と
月



県
けん

連
れん

がライブ日
に

本
ほん

祭
まつ

り開
かい

催
さい

コ
ロ
ナ
禍か

で
も
２
６
店て

ん

を
開か

い

店て
ん

リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
店て

ん

つ
い
に
オ
ー
プ
ン
！

ダイソー

（２）２０２０（令和二）年 第５６３５号	１２月	１６日	（水曜日）

　ブラジル日
に

本
ほ ん

都
と

道
ど う

府
ふ

県
け ん

人
じ ん

会
か い

連
れ ん

合
ご う

会
か い

（市
い ち

川
か わ

利
と し

雄
お

会
か い

長
ちょう

）は
１１月

が つ

７日
か

、「ライブ日
に

本
ほ ん

祭
ま つ

り」をオンライン開
か い

催
さ い

した。１９
時

じ

から約
や く

３時
じ

間
か ん

に亘
わ た

って配
は い

信
し ん

され、ユーチューブだけで
２万

ま ん

７千
せ ん

回
か い

以
い

上
じょう

再
さ い

生
せ い

され、その他
ほ か

、インスタグラム、フェイ
スブック上

じょう

でも多
お お

くの視
し

聴
ちょう

者
し ゃ

を湧
わ

かせた。スタジオからのライ
ブ中

ちゅう

継
け い

を中
ちゅう

心
し ん

に様
さ ま

々
ざ ま

な映
え い

像
ぞ う

を組
く

み合
あ

わせて配
は い

信
し ん

した。多
た

彩
さ い

なゲストを日
に っ

伯
ぱ く

から集
あ つ

め、今
い ま

までにないイベントになった。

「
じ
ゃ
あ
ア
ヤ
、
あ
な
た
自
身
の
問
題
と
し
て
は
ど
う
な
ん
で
す
か
。
僕
と

の
場
合
、
単
な
る
友
情
で
は
な
く
て
、
恋
愛
感
情
に
発
展
し
て
い
っ
た
と
し

て
、
そ
こ
で
あ
な
た
は
、
ど
ん
な
選
択
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
要
す
る
に
、

そ
の
日
本
の
伝
統
を
取
る
の
か
、
あ
る
い
は
、、、」

「
あ
る
い
は
、
そ
の
タ
ブ
ー
に
挑
戦
し
て
、
そ
れ
を
打
ち
破
る
と
い
う
行
動

に
出
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
ね
。
そ
う
ね
、
私
の
本
心
を
言
え
ば
、
そ
れ
は

タ
ブ
ー
を
破
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
ね
。
私
の
性
格
か
ら
言
っ
て

も
、
そ
の
ほ
う
が
自
然
だ
し
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
迷
っ
た
り
悩
ん
だ
り
す

る
こ
と
は
な
い
と
思
う
。
そ
の
点
は
は
っ
き
り
し
て
る
わ
」

「
と
い
う
こ
と
は
、
僕
と
は
そ
う
い
う
目
的
で
交
際
し
て
も
い
い
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
か
」

「
そ
う
ね
、
実
を
言
う
と
そ
の
点
で
私
は
、
あ
ま
り
自
信
が
な
い
と
言
っ
た

ら
い
い
で
し
ょ
う
ね
。
つ
ま
り
ね
、
私
と
あ
な
た
の
関
係
は
、
あ
く
ま
で
先

生
と
生
徒
の
そ
れ
か
ら
出
な
い
方
が
い
い
と
私
は
ず
っ
と
考
え
て
き
た
の
。

先
生
と
い
う
立
場
を
あ
く
ま
で
考
え
れ
ば
、
そ
う
い
う
結
論
を
出
す
の
は
当

然
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
私
は
で
き
る
だ
け
、
そ
う
い
う
、
つ
ま
り
個
人
的

な
感
情
に
流
さ
れ
な
い
よ
う
に
努
め
て
来
た
つ
も
り
よ
。
だ
っ
て
、
先
生
と

生
徒
の
間
で
恋
愛
感
情
が
芽
生
え
て
い
く
こ
と
は
、
い
っ
て
み
れ
ば
こ
れ
も

一
種
の
タ
ブ
ー
と
い
う
こ
と
に
繋
が
る
わ
け
で
し
ょ
う
。

　

そ
う
い
う
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
し
、
安
易
に
そ
ち
ら
に
流

さ
れ
て
は
い
け
な
い
と
、
私
な
り
に
考
え
た
わ
け
ね
。
そ
れ
と
、
マ
ル
コ
ス
。

あ
な
た
の
私
に
対
す
る
気
持
ち
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
と
い
う
こ
と

も
、
は
っ
き
り
言
っ
て
私
に
は
分
か
ら
な
か
っ
た
わ
。

　

そ
う
い
う
感
情
を
、
あ
な
た
が
私
に
持
つ
わ
け
は
な
い
と
ず
っ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
か
ら
ね
。
そ
れ
に
、
あ
な
た
を
見
て
い
て
も
、
そ
れ
ら
し
い
気
配

を
ほ
と
ん
ど
見
せ
な
か
っ
た
し
、
こ
れ
は
や
は
り
、
先
生
と
生
徒
の
関
係
の

ま
ま
が
自
然
な
の
だ
と
思
う
こ
と
に
し
た
の
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
間
違
い
な

い
こ
と
だ
と
決
め
た
わ
け
ね
」

「
僕
の
立
場
か
ら
い
う
と
、
や
は
り
今
、
ア
ヤ
が
言
っ
た
こ
と
と
結
び
付
く

の
だ
け
ど
、
い
か
に
若
い
先
生
と
は
い
え
、
教
師
に
対
し
て
そ
う
い
う
感
情

を
持
つ
こ
と
は
、
こ
れ
は
一
種
の
罪
悪
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
り
、
そ
う
い

う
不
真
面
目
な
発
想
を
持
ち
続
け
る
こ
と
は
、
真
剣
に
な
っ
て
教
え
て
く
れ

る
ア
ヤ
に
対
し
て
失
礼
で
は
な
い
か
と
も
考
え
た
り
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
、
ア
ヤ
が
僕
に
対
し
て
考
え
て
い
た
と
同
じ
よ
う
に
、
僕
も
ア
ヤ

の
気
持
ち
は
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
は
な
く
て
、
あ
く
ま
で
こ
れ
は
、
教
え
る

生
徒
に
対
す
る
感
情
し
か
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
れ
は
勉
強
と
い
う
目
的
だ
け

に
集
中
す
る
べ
き
だ
と
考
え
直
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
は
っ
き
り
言
っ
て
ア
ヤ
に
対
す
る
恋
愛
感
情
的
な
も
の
は
結
局
、

断
ち
切
れ
な
い
ま
ま
で
ず
っ
と
今
日
ま
で
来
て
し
ま
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
で

す
ね
。
こ
の
感
情
の
動
き
は
、
ど
う
し
て
も
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

も
の
で
す
。

　

最
初
は
僕
も
、
こ
れ
は
一
過
性
の
も
の
だ
か
ら
、
い
ず
れ
そ
の
う
ち
に
薄

ら
い
で
消
え
て
い
く
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
う
や
っ
て

ア
ヤ
と
一
緒
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
語
り
合
っ
て
い
る
と
、
同
じ
よ
う
な
思

考
を
持
っ
て
い
る
人
間
が
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
よ
う
な
気
分
に
な
っ
て
、

何
と
い
う
か
、
話
の
分
か
る
仲
間
が
で
き
た
と
い
う
感
覚
か
ら
、
そ
の
感
情

的
な
も
の
は
、
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
く
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
あ
、
本
当
は
こ
ん
な
こ
と
ま
で
ア
ヤ
に
直
接
話
す
こ
と
は
な
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
ど
う
も
話
の
成
り
行
き
で
、
こ
ん
な
ふ
う
に
打
ち
明
け
て

し
ま
う
と
い
う
形
に
な
り
ま
し
た
ね
。
そ
れ
が
よ
か
っ
た
か
ど
う
か
は
、
よ

く
分
か
り
ま
せ
ん
が
」

（93）

講
こう

座
ざ

ではワークショップやグループワークで学
まな

んだのち、最
さい

終
しゅう

日
び

に発
はっ

表
ぴょう

を行
おこな

うという

ー
が
開か

い

発は
つ

し
て
い
る
カ
レ
ー

ル
ー
、
日に

ち

常じ
ょ
う

雑ざ
っ

貨か

な
ど
が
お

勧す
す

め
。
ふ
り
か
け
な
ど
も
多た

種し
ゅ

類る
い

販は
ん

売ば
い

し
て
い
ま
す
」
と

長ち
ょ
う）

外が
い

食し
ょ
く

部ぶ

門も
ん

取と
り

締し
ま
り

役や
く

の

長は

谷せ

川が
わ

洋よ
う

二じ

さ
ん
な
ど
も
ゲ

ス
ト
と
し
て
参さ

ん

加か

、
約や

く

４
０

人に
ん

程ほ
ど

で
長な

が

渕ぶ
ち

剛つ
よ
しの

門か
ど

出で

ソ
ン
グ

「
乾か

ん

杯ぱ
い

」
を
歌う

た

っ
て
開か

い

店て
ん

を

祝い
わ

っ
た
。

　

同ど
う

社し
ゃ

は
、
聖せ

い

州し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

の
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
に
よ
る
営え

い

業ぎ
ょ
う

自じ

粛
し
ゅ
く

令れ
い

を
受う

け
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
が
営え

い

業ぎ
ょ
う

停て
い

止し

し
た
こ

と
に
よ
り
、
売う

り
上あ

げ
が
激げ

き

減げ
ん

し
た
。
そ
こ
で
自じ

粛し
ゅ
くし

て

も
閉へ

い

鎖さ

さ
れ
な
い
ス
ー
パ
ー

内な
い

に
代だ

い

理り

店て
ん

を
増ふ

や
し
、
今こ

年と
し

だ
け
で
２
６
店て

ん

新し
ん

規き

オ
ー

プ
ン
し
、
直

ち
ょ
く

営え
い

店て
ん

や
代だ

い

理り

店て
ん

含ふ
く

め
て
８
１
店て

ん

舗ぽ

に
な
っ
た
。

　

ダ
イ
ソ
ー
ブ
ラ
ジ
ル
（
大お

お

野の

恵け
い

介す
け

社し
ゃ

長ち
ょ
う）

の
新し

ん

店て
ん

舗ぽ

リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
店て

ん

が
、
本ほ

ん

日じ
つ

１
６
日に

ち

９
時じ

に
オ
ー
プ
ン
す

る
。
メ
ト
ロ
駅え

き

か
ら
徒と

歩ほ

３

分ぷ
ん

で
、
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
日に

本ほ
ん

広ひ
ろ

場ば

の
外は

ず

れ
に
あ
る
、
す
き

家や

リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
店て

ん

の
隣と

な
り、

サ
ン
タ
ン
デ
ル
銀ぎ

ん

行こ
う

支し

店て
ん

の

ビ
ル
内な

い

２
階か

い

に
あ
る
。

　

前ぜ
ん

日じ
つ

の
１
５
日に

ち

１
４
時じ

か

ら
プ
レ
開か

い
 
て
ん店

セ
レ
モ
ニ
ー
が

行お
こ
なわ

れ
、
同ど

う

社し
ゃ

社し
ゃ

員い
ん

の
他ほ

か

、

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
社し

ゃ

の
尾お

崎ざ
き

英ひ
で

之ゆ
き

代だ
い

表ひ
ょ
う

取と
り

締し
ま
り

役や
く

社し
ゃ

長ち
ょ
うや

、
Ｊ

Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
原は

ら

宏ひ
ろ
し

所し
ょ

長ち
ょ
う、

ヤ

マ
ト
商

し
ょ
う

事じ

（
高た

か

木ぎ

和か
ず

博ひ
ろ

社し
ゃ

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
リ
サ
ー
チ
の
調

ち
ょ
う

査さ

で
は
男だ

ん

子し

高こ
う

校こ
う

生せ
い

の
な
り

た
い
職

し
ょ
く

業ぎ
ょ
うの

２
位い

に
「
シ
ス
テ

ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
マ

ー
」
が
挙あ

が
り
、
憧あ

こ
が

れ
の
職

し
ょ
く

種し
ゅ

に
な
っ
て
い
る
。
一い

っ

方ぽ
う

で
経け

い

済ざ
い

産さ
ん

業ぎ
ょ
う

省し
ょ
うの

調し
ら

べ
で
は
将

し
ょ
う

来ら
い

的て
き

に
Ｉ
Ｔ
人じ

ん

材ざ
い

が
大お

お

幅は
ば

に
不ふ

足そ
く

す
る
と
見み

て
お
り
、
政せ

い

府ふ

　

大お
お

野の

社し
ゃ

長ち
ょ
うは

「
こ
の
コ
ロ
ナ

禍か

に
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
多お

お

く
の
方か

た

々が
た

に
支さ

さ

え
ら
れ
た
お
か
げ
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
恥は

ず
か
し
く
な

い
店み

せ

を
築き

ず

き
た
い
。
そ
の
為た

め

に
は
オ
ー
プ
ン
す
る
だ
け
で

な
く
、
お
客

き
ゃ
く

様さ
ま

の
要よ

う

望ぼ
う

や
声こ

え

に
耳み

み

を
傾か

た
む

け
続つ

づ

け
て
、
１
０

年ね
ん

２
０
年ね

ん

と
続つ

づ

く
よ
う
な
営え

い

業ぎ
ょ
うを

し
て
い
き
た
い
」
と
意い

気き

込ご

ん
だ
。

　

さ
ら
に
「
こ
の
リ
ベ
ル
ダ
ー

デ
店て

ん

に
は
約や

く

５
千せ

ん

ア
イ
テ
ム

あ
り
ま
す
。
中な

か

で
も
、
日に

本ほ
ん

の
岐ぎ

阜ふ

か
ら
直

ち
ょ
く

接せ
つ

購こ
う

入に
ゅ
うし

販は
ん

売ば
い

し
て
い
る
陶と

う

器き

皿ざ
ら

や
ダ
イ
ソ

母ぼ

県け
ん

紹し
ょ
う

介か
い

サ
イ
ト
も
公こ

う

開か
い

開か
い

始し

２
・７
万ま

ん

回か
い

再さ
い

生せ
い

で
大だ

い

盛せ
い

況き
ょ
う

に

イ
ザ
豊と

よ

田た

、
西に

し

村む
ら

武た
け
しに

よ
る

歌か

唱し
ょ
うも

披ひ

露ろ
う

さ
れ
た
。

　

４
７
都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

の
文ぶ

ん

化か

を

紹し
ょ
う

介か
い

す
る
文ぶ

ん

化か

ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
「4

7
cultural

」（ht 
tp

s://4
7

cu
ltu

ra
l.

co
m

.b
r/

）
が
正せ

い

式し
き

に
発は

っ

表ぴ
ょ
うさ

れ
た
。
４
７
都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

の
各か

く

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が
、
母ぼ

県け
ん

の
郷

き
ょ
う

土ど

料り
ょ
う

理り

や
観か

ん

光こ
う

地ち

、
文ぶ

ん

化か

な

ど
を
ポ
語ご

で
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
も
の
。

各か
く

地ち

の
郷

き
ょ
う

土ど

料り
ょ
う

理り

や
食

し
ょ
く

材ざ
い

な

ど
を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
い
る
。
今こ

ん

後ご

は
郷

き
ょ
う

土ど

文ぶ
ん

化か

や
観か

ん

光こ
う

地ち

紹
し
ょ
う

介か
い

、
日に

本ほ
ん

語ご

と
英え

い

語ご

の
説せ

つ

明め
い

書か

き
も
加く

わ

え
る
こ
と
も
予よ

定て
い

さ
れ
て
い
る
。

　

同ど
う

イ
ベ
ン
ト
中ち

ゅ
う

は
、
海か

い

外が
い

日に
っ

系け
い

人じ
ん

協き
ょ
う

会か
い

会か
い

長ち
ょ
うの

飯い
い
ず
み泉

嘉か

　

リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
店て

ん

は
ク
リ
ス

マ
ス
（
１
２
月が

つ

２
５
日に

ち

）
と

新し
ん

年ね
ん

（
１
月が

つ

１
日た

ち

）
以い

外が
い

は

毎ま
い

日に
ち

営え
い

業ぎ
ょ
う

予よ

定て
い

。
営え

い

業ぎ
ょ
う

時じ

特と
く

徴ち
ょ
うを

説せ
つ

明め
い

し
た
。

　

岐ぎ

阜ふ

か
ら
直

ち
ょ
く

接せ
つ

購こ
う

入に
ゅ
うし

て

い
る
陶と

う

器き

の
皿さ

ら

は
、
日に

本ほ
ん

で

は
販は

ん

売ば
い

し
て
お
ら
ず
ブ
ラ
ジ

ル
の
み
で
販は

ん

売ば
い

。

　

店て
ん

舗ぽ

責せ
き

任に
ん

者し
ゃ

の
レ
ジ
ナ
ル

ド
・
パ
ウ
リ
ス
タ
さ
ん
と
経け

い

理り

部ぶ

の
イ
ワ
タ
・
イ
サ
オ
さ

ん
（
愛あ

い

知ち

県け
ん

）
は
、「
１
号ご

う

店て
ん

を
開か

い

店て
ん

し
て
か
ら
約や

く

８
年ね

ん

、

念ね
ん

願が
ん

の
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
に
店み

せ

を
だ
せ
て
本ほ

ん

当と
う

に
嬉う

れ

し
い
。

日に
っ

系け
い

人じ
ん

、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
方か

た

だ
け

で
な
く
多お

お

く
の
方か

た

に
来き

て
ほ

し
い
」
と
声こ

え

を
揃そ

ろ

え
て
来ら

い

店て
ん

を
呼よ

び
か
け
た
。

ま
す
」
と
応お

う

援え
ん

の
言こ

と

葉ば

を
述の

べ
た
。

　

同ど
う

ラ
イ
ブ
は
山や

ま

井い

ケ
ン
ジ

氏し

と
ナ
カ
ザ
ト
・
ク
ラ
ウ

ジ
ア
氏し

が
司し

会か
い

進し
ん

行こ
う

を
し
、

数か
ず

々か
ず

の
シ
ョ
ー
が
放ほ

う

送そ
う

さ
れ

た
。

　

シ
ョ
ー
で
は
白し

ろ

石い
し

テ
ル
マ

シ
ェ
フ
に
よ
る
「
ご
飯は

ん

語ご

（G
oH

an
G

o

）」
で
日に

本ほ
ん

の

食し
ょ
く

材ざ
い

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
。
５
つ
の

味み

覚か
く

「
甘あ

ま

み
（
羊よ

う

羹か
ん

）・
苦に

が

味み

（
ゴ
ー
ヤ
）・
塩し

お

辛か
ら

い
（
塩し

お

辛か
ら

）・
す
っ
ぱ
い
（
梅う

め

干ぼ

し
）・

旨う
ま

味み

（
こ
ん
ぶ
）」
を
ブ
ラ
ジ

ル
人じ

ん

が
食た

べ
た
感か

ん

想そ
う

と
反は

ん

応の
う

を
観か

ん

察さ
つ

す
る
他ほ

か

、
ア
カ
ホ
リ
・

ユ
ウ
ゾ
ウ
氏し

に
よ
る
三し

ゃ

味み

線せ
ん

の
演え

ん

奏そ
う

、
ア
ニ
メ
「
モ
ニ
カ

と
仲な

か

間ま

た
ち (Turm

a da 
M

ó
n

ica)

」
に
よ
る
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

史し

の
紹

し
ょ
う

介か
い

が
行お

こ
な

わ
れ

た
。

　

東と
う

京き
ょ
うよ

さ
こ
い
チ
ー
ム

「
燦さ

ん-

Ｓ
Ｕ
Ｎ-

」
の
よ
さ
こ

い
踊お

ど

り
の
披ひ

露ろ
う

や
、
日に

っ

系け
い

三さ
ん

世せ
い

で
ロ
リ
ー
タ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

リ
ー
ダ
ー
の
松ま

つ

田だ

明あ
け

美み

の「
か

わ
い
い
」
解か

い

説せ
つ

、
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
演え

ん

奏そ
う

家か

兼け
ん

講こ
う

師し

の
渡わ

た

辺な
べ

邦く
に

孝た
か

氏し

の
演え

ん

奏そ
う

も
。
日に

本ほ
ん

の

恋れ
ん

愛あ
い

リ
ア
リ
テ
ィ
番ば

ん

組ぐ
み

「
テ

ラ
ス
ハ
ウ
ス
」
出

し
ゅ
つ

演え
ん

者し
ゃ

の
エ
デ

ン
・
カ
イ
氏し

が
、
ハ
ワ
イ
か

ら
出

し
ゅ
つ

演え
ん

し
歌か

唱し
ょ
う

披ひ

露ろ
う

を
行お

こ
ない

オ
ン
ラ
イ
ン
で
視し

聴ち
ょ
う

者し
ゃ

を
湧わ

か
せ
た
。
そ
の
他ほ

か

、
い
つ
も
の

平ひ
ら

田た

ジ
ョ
エ
や
伊い

藤と
う

カ
レ
ン
、

ス
タ
ジ
オ
で
ラ
イ
ブ
配は

い

信し
ん

し
た
中ち

ゅ
う

心し
ん

メ
ン
バ
ー
の
皆み

な

さ
ん

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
無む

料り
ょ
う

講こ
う

座ざ

多た

国こ
く

籍せ
き

の
中ち

ゅ
う

三さ
ん

～
高こ

う

二に

向む

け

「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
講こ

う

座ざ

２
カ
月げ

つ

プ
ロ
グ
ラ
ム
～
Ａ
Ｉ

×
１
０
年ね

ん

後ご

の
社し

ゃ

会か
い

と
ワ
タ

シ
の
未み

来ら
い

を
描か

く
～
」
講こ

う

座ざ

を
開か

い

催さ
い

す
る
。

間か
ん

は
９
～
１
９
時じ

ま
で
。
店て

ん

舗ぽ

住じ
ゅ
う

所し
ょ

（A
v. da Liber-

d
ad

e, 1
5

1
 - L

ib
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d
a

d
e, S

ã
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a
u
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1
5

0
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）。

　

同ど
う

祭さ
い

は
県け

ん

連れ
ん

市い
ち

川か
わ

会か
い

長ち
ょ
う、

日に

本ほ
ん

の
副ふ

く

総そ
う

理り

お
よ
び
日に

本ほ
ん

ブ
ラ
ジ
ル
国こ

っ

会か
い

議ぎ

員い
ん

連れ
ん

盟め
い

会か
い

長ち
ょ
うの

麻あ
そ

生う

太た

郎ろ
う

氏し

に
よ
る
開か

い

会か
い

の
挨あ

い

拶さ
つ

か
ら
は
じ
ま
っ
た
。

麻あ
そ

生う

副ふ
く

総そ
う

理り

は
「
県け

ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
は
日に

っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う

国こ
く

の
友ゆ

う

好こ
う

関か
ん

係け
い

に
と
て
も
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
役や

く

割わ
り

を

果は

た
し
て
い
る
」
と
述の

べ
、「
こ

の
コ
ロ
ナ
禍か

で
形か

た
ちを

変か

え
て
オ

ン
ラ
イ
ン
開か

い

催さ
い

し
継け

い

続ぞ
く

し
た

こ
と
に
心こ

こ
ろ

か
ら
敬け

い

意い

を
表あ

ら
わ

し

門も
ん

氏し

や
桑く

わ

名な

良り
ょ
う

輔す
け

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

、
山や

ま

田だ

彰あ
き
ら

大た
い

使し

、
県け

ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
実じ

っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うの

谷た
に

口ぐ
ち

ジ
ョ
ゼ
氏し

な
ど
が
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
送お

く
っ
た
。

　

県け
ん

連れ
ん

の
市い

ち

川か
わ

会か
い

長ち
ょ
うは

「
今こ

ん

回か
い

、
こ
の
ラ
イ
ブ
開か

い

催さ
い

に
あ

た
っ
て
グ
ル
ー
プ
わ
け
し
た

３
組そ

織し
き

『
ラ
イ
ブ
グ
ル
ー

プ
（
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
ラ
イ
ブ
）』、

『
オ
ン
ラ
イ
ン
グ
ル
ー
プ

（4
7

cu
ltu

ral

）』、『
広こ

う

報ほ
う

』
を
主し

ゅ

導ど
う

し
た
青せ

い

年ね
ん

リ
ー

ダ
ー
の
ヒ
ガ
シ
ノ
・
カ
イ
オ
・

ユ
ウ
ゾ
ウ
さ
ん
と
ウ
エ
ハ
ラ
・

ル
ー
カ
ス
・
ジ
ュ
ン
さ
ん
、
片か

た

山や
ま

・
フ
ェ
リ
ペ
さ
ん
、
そ
の

他ほ
か

、
若わ

か

手て

達た
ち

が
団だ

ん

結け
つ

し
て
素す

晴ば

ら
し
い
ラ
イ
ブ
が
実じ

つ

現げ
ん

し

も
小

し
ょ
う

中ち
ゅ
う

高こ
う

教き
ょ
う

育い
く

に
取と

り
入い

れ
る
な
ど
力ち

か
らを

い
れ
始は

じ

め
て
い

る
。

　

同ど
う

講こ
う

座ざ

は
中

ち
ゅ
う

学が
く

三さ
ん

年ね
ん

生せ
い

か

ら
高こ

う

校こ
う

二に

年ね
ん

生せ
い

を
対た

い

象し
ょ
うに

Ａ

Ｉ
の
基き

礎そ

か
ら
実じ

っ

装そ
う

の
た
め

の
技ぎ

術じ
ゅ
つ、

活か
つ

用よ
う

事じ

例れ
い

や
業

ぎ
ょ
う

界か
い

で
活か

つ

躍や
く

す
る
人ひ

と

の
対た

い

話わ

な
ど

か
ら
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
学ま

な

ぶ
内な

い

容よ
う

と
な
っ
て
お
り
、
市い

ち

ヶが

谷や

校こ
う

通つ
う

学が
く

か
オ
ン
ラ
イ
ン
受じ

ゅ

講こ
う

の

い
ず
れ
か
選せ

ん

択た
く

し
て
参さ

ん

加か

が

で
き
る
。
参さ

ん

加か

費ひ

は
無む

料り
ょ
う。

　

講こ
う

座ざ

日に
っ

程て
い

は
２
０
２
１
年ね

ん

１
月が

つ

３
１
日に

ち

（
日に

ち

）
～
３

月が
つ

３
０
日に

ち

（
火か

）
で
定て

い

員い
ん

は

３
０
人に

ん

（
内う

ち

オ
ン
ラ
イ
ン
参さ

ん

加か

上じ
ょ
う

限げ
ん

は
１
５
人に

ん

ま
で
）
日に

本ほ
ん

語ご

で
行お

こ
な

う
。
応お

う

募ぼ

締し

め
切き

り
は
１
２
月が

つ

３
１
日に

ち

（
木も

く

）

（
※
す
べ
て
日に

っ

本ぽ
ん

時じ

間か
ん

）

　

応お
う

募ぼ

や
詳

し
ょ
う

細さ
い

に
つ
い
て

は
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｉ
の
同ど

う

講こ
う

座ざ

ペ
ー
ジ
で
確か

く

認に
ん

で
き

る
（h

ttp
s://m

an
ai.

m
e

/ja
/p

ro
 g

ra
m

 

ま
し
た
。
次じ

世せ

代だ
い

が
担に

な

う
こ

の
青せ

い

年ね
ん

達た
ち

に
感か

ん

謝し
ゃ

す
る
と
共と

も

に
、
こ
れ
か
ら
の
県け

ん

連れ
ん

を
担に

な

う
人じ

ん

材ざ
い

に
な
っ
て
く
れ
る
期き

待た
い

し
て
い
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト

し
た
。

　
「
ラ
イ
ブ
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
」
は

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
（h

ttp
s://

w
w

w
.you

tu
be.com

/
u

s
e

r/fe
s

tiv
a

ld
o 

japao

）
で
視し

聴ち
ょ
う

可か

能の
う

。

_
2

0
2

1
0

1
/

#
s

e
c 

Form

）

大お
お

野の

社し
ゃ

長ち
ょ
う

15 日
にち

に行
おこ

なわれたオープニングセレモニー

　

２
０
２
１
年ね

ん

の
１
月が

つ

３
１

日に
ち

よ
り
サ
イ
エ
ン
ス
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
Ｍ

Ａ
Ｎ
Ａ
Ｉ
（
東と

う

京き
ょ
う

都と

新し
ん

宿
じ
ゅ
く

区く

、
野の

村む
ら

龍り
ゅ
う

一い
ち

代だ
い

表ひ
ょ
う）

が
、



食
肉
価
格
が
大
き
く
上
昇

モ
デ
ル
を
採
用
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
」
と
、
元
中
銀

理
事
の
同
氏
は
話
す
。
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
状
況
の
悪
化
が
経

済
に
与
え
る
悪
影
響
は
直
接

的
な
も
の
で
、
新
た
な
経
済

活
動
の
制
限
に
左
右
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
と
い
う
。「
つ

ま
り
、
死
者
数
が
増
加
す
れ

ば
自
然
と
後
退
す
る
と
い
う

こ
と
。
人
々
は
支
出
に
よ
り

慎
重
に
な
り
、
こ
れ
が
経
済

活
動
に
直
接
的
に
打
撃
を
与

え
る
」
と
い
う
。

　

一
方
で
、
２
０
２
１
年
の

経
済
成
長
を
支
え
る
要
因
と

し
て
メ
ス
キ
ッ
タ
氏
は
、
上

半
期
に
主
要
国
で
実
施
さ
れ

　

ブ
ラ
ジ
ル
地
理
統
計
院
（
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
）
に
よ
る
と
、
２
０
２
０
年
１
１
月
の
拡

大
消
費
者
物
価
指
数
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
）
は
、
１
１
月
と
し
て
は
２
０
１
５
年
（
１
・

０
１
％
増
）
以
来
の
高
い
水
準
と
な
る
０
・８
９
％
増
を
記
録
し
た
。
過
去
１
２
カ

月
間
の
累
積
イ
ン
フ
レ
率
も
、
中
銀
が
設
定
し
た
４
％
増
と
い
う
、
２
０
２
０
年

の
年
間
イ
ン
フ
レ
目
標
を
上
回
っ
た
。

年
間
で
は
４
・５
％
増
か

Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
２
０
２
０
年

に
４
・
１
％
減
を
記
録
し
た

後
に
２
０
２
１
年
に
４
％
増

と
し
て
い
る
。
こ
の
シ
ナ
リ

オ
の
前
提
条
件
は
、
ブ
ラ
ジ

ル
国
内
の
１
日
当
た
り
の
死

者
数
が
２
０
２
１
年
第
１
四

半
期
（
１
―
３
月
期
）
末
時

点
で
４
０
０
人
台
を
維
持
す

る
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
国

内
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
最
悪

と
な
っ
た
時
期
に
記
録
し

た
１
千
人
の
大
台
に
戻
る
場

合
、
月
次
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率

を
０
・
４
％
ポ
イ
ン
ト
下
振

れ
さ
せ
る
と
い
う
。

　
「
新
た
な
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

期
間
が
設
け
ら
れ
る
と
い
う

　

公
会
計
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
取
り
戻
す
か
ど
う
か
が
、

２
０
２
１
年
の
通
貨
政
策
を

決
定
す
る
最
大
の
要
因
で
あ

る
が
、
経
済
成
長
と
い
う
観

点
か
ら
見
れ
ば
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
進
捗
が
最
大
の
懸
念
材

料
だ
と
イ
タ
ウ
・
ウ
ニ
バ
ン

コ
銀
行
の
チ
ー
フ
・
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
、マ
リ
オ
・
メ
ス
キ
ッ

タ
氏
は
指
摘
す
る
。

　
「
今
現
在
、
経
済
活
動
に

対
す
る
最
大
の
リ
ス
ク
は
コ

ロ
ナ
そ
の
も
の
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
」
と
同
氏
は
指
摘
。

イ
タ
ウ
銀
行
の
基
本
的
シ
ナ

リ
オ
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
Ｇ

現
時
点
で
は
４
％
増
の
予
測
も

驚
か
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
れ

が
食
品
、
と
り
わ
け
月
間
で

６
・
５
４
％
増
を
記
録
し
た

食
肉
に
集
中
し
て
い
た
点
だ

と
い
う
。
た
だ
、
指
標
へ
のマ

リ
オ
・
メ
ス
キ
ッ
タ
氏

 

ヴ
ィ
ト
ル
・
ヴ
ィ
ダ
ル
氏

ド
ル
高
レ
ア
ル
安
も
背
景
に

生
豆
輸
出
審
議
会
（
セ

カ
フ
ェ
ー
）
に
よ
る
と
、

２
０
２
０
年
１
―
１
１
月
に

ブ
ラ
ジ
ル
は
、
３
９
８
０
万

俵
（
１
俵
＝
６
０
キ
ロ
）
を

輸
出
し
た
。
前
年
同
期
比

５
・
７
％
増
だ
。
２
０
１
９

年
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
輸
出
は
、

生
豆
と
イ
ン
ス
タ
ン
ト
、
焙

煎
カ
ッ
ト
済
み
を
す
べ
て
含

め
、４
０
６
０
万
俵
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て

ア
ナ
リ
ス
ト
は
、
２
０
２
０

年
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
が
最
終
的

に
お
よ
そ
４
・
５
％
増
で
終

え
る
と
予
想
を
見
直
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
市

場
の
認
識
は
、全
体
と
し
て
、

ＩＰＣＡ
コロナ

２
１
年
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
最
大
の
リ
ス
ク

テ
ィ
ン
グ
会
社
の
エ
コ
ア
ナ

リ
テ
ィ
カ
が
発
表
し
た
。
石

油
業
界
へ
の
投
資
と
業
界
の

生
産
減
少
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の

原
油
に
対
す
る
国
際
的
な
制

裁
を
受
け
、
同
国
経
済
は
加

１１月に０・８９％増に昂進
（３） ２０２０（令和二）年第５６３５号  １２月 １６日 （水曜日）

の
統
計
上
の
持
ち
越
し
（
デ

フ
レ
ー
タ
ー
）
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
２
０
２
１
年
に
Ｇ

Ｄ
Ｐ
が
前
年
と
同
額
だ
っ

た
と
し
て
も
、
２
０
２
１

年
の
成
長
率
は
３
・
５
％
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
２
０
２
１
年
に
成
長
率
は

ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
と
し
て

１
％
ほ
ど
を
見
込
む
。
つ
ま

り
、
実
質
成
長
率
そ
の
も
の

は
凡
庸
な
１
年
に
な
る
と
い

う
こ
と
だ
」
と
い
う
。

　
　
　
　
　
（
８
日
付
掲
載
）

影
響
と
し
て
は
大
き
い
が
、

一
時
的
な
も
の
に
と
ど
ま
る

と
ア
ナ
リ
ス
ト
は
受
け
止
め

る
。反
対
に
細
目
を
見
る
と
、

コ
ア
な
品
目
で
、
加
速
し
て

い
る
全
体
の
指
標
と
は
異
な

り
、
そ
れ
に
追
従
し
て
い
な

い
、
中
に
は
物
価
の
上
昇
圧

力
を
失
っ
た
品
目
も
あ
り
、

朗
報
と
さ
え
位
置
づ
け
ら
れ

る
状
況
だ
と
い
う
。

　

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
で
最
も
大
き
な

比
重
を
持
つ
、
食
品
及
び

飲
料
グ
ル
ー
プ
は
、
１
０

　

メ
キ
シ
コ
国
内
で
の
顧
客

な
ど
と
の
契
約
不
履
行
に
対

し
て
は
、
顧
客
か
ら
の
訴
訟

を
回
避
す
る
た
め
、
不
可
抗

力
に
よ
る
異
常
事
態
を
宣
言

す
る
見
込
み
だ
。
２
０
１
０

年
に
締
結
さ
れ
た
ブ
ラ
ス
ケ

ン
・
イ
デ
サ
と
Ｐ
ｅ
ｍ
ｅ
ｘ

の
契
約
で
は
、
数
々
の
汚
職

の
告
発
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

メ
キ
シ
コ
の
ロ
ペ
ス
・
オ

ブ
ラ
ド
ー
ル
大
統
領
は
２

日
、 

契
約
破
棄
に
言
及
す
る

と
と
も
に
、
ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス

と
ブ
ラ
ジ
ル
で
ブ
ラ
ス
ケ
ン

の
経
営
パ
ー
ト
ナ
ー
の
関
係

に
あ
る
オ
ー
デ
ブ
レ
ヒ
ト
を

批
判
し
た
。「
契
約
を
破
棄

し
た
の
で
は
な
く
、
契
約
期

間
が
満
了
し
た
た
め
、
天
然

ガ
ス
の
供
給
を
停
止
し
た
。

こ
の
契
約
が
更
新
さ
れ
る
こ

と
は
な
い
」
と
発
言
し
た
。

ブ
ラ
ス
ケ
ン
へ
の
ガ
ス
供
給
停
止

メ
キ
シ
コ
政
府
が
契
約
を
破
棄

セ
メ
ン
ト
販
売
が
１
０
・４
％
増

２
０
年
１
―
１
１
月
の
期
間
で

　

ア
ン
ベ
ブ
が
、
ピ
ュ
ア
モ

ル
ト
・
ビ
ー
ル
の
生
産
を
増

強
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
北
部
及

び
北
東
部
の
市
場
へ
供
給
す

る
製
品
を
ボ
ト
リ
ン
グ
す
る

新
ラ
イ
ン
を
立
ち
上
げ
る
た

め
、
ペ
ル
ナ
ン
ブ
コ
州
イ
タ

ピ
ス
ー
マ
の
ビ
ー
ル
工
場
に

２
億
５
５
０
０
万
レ
ア
ル
を

投
資
す
る
。

　

同
社
に
よ
る
と
こ
の
投
資

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
北
部
及
び

北
東
部
の
市
場
で
ス
テ
ラ
・

ア
ー
ト
イ
ス
と
ス
コ
ル
・
プ

ロ
・ 

マ
ウ
テ
、
ボ
エ
ミ
ア
、

ブ
ラ
ー
マ
・
エ
ク
ス
ト
ラ
、

ブ
ラ
ー
マ
・
ド
ゥ
プ
ロ
・ 

マ

ウ
テ
の
各
ブ
ラ
ン
ド
を
通
じ

た
ピ
ュ
ア
モ
ル
ト
・
ビ
ー
ル

の
生
産
能
力
で
業
界
ト
ッ
プ

の
座
を
確
保
す
る
の
が
目

的
。

　

北
東
部
で
は
と
り
わ
け
、

プ
レ
ミ
ア
ム
・
ビ
ー
ル
の

ニ
ッ
チ
市
場
で
競
合
す
る
ハ

イ
ネ
ケ
ン
が
６
６
％
の
シ
ェ

ア
を
持
ち
、
厳
し
い
競
争
を

強
い
ら
れ
て
い
る
。た
だ
し
、

全
ブ
ラ
ン
ド
を
考
慮
し
た
場

合
、
こ
の
地
域
の
業
界
最
大

手
は
ア
ン
ベ
ブ
で
、
ス
キ
ン

を
展
開
す
る
ハ
イ
ネ
ケ
ン
の

シ
ェ
ア
は
３
０
％
だ
。

　

ア
ン
ベ
ブ
に
よ
る
と
、
缶

ビ
ー
ル
の
製
造
ラ
イ
ン
は
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
を
活

用
し
た
設
計
で
、
１
時
間
当

た
り
１
２
万
本
の
製
造
能
力

を
持
つ
。
ア
ン
ベ
ブ
は
過
去

１
０
年
間
で
、
１
５
億
レ
ア

ル
を
イ
タ
ピ
ス
ー
マ
工
場
に

投
資
し
て
き
た
。
同
社
は
ブ

ラ
ジ
ル
北
東
部
に
６
カ
所
の

工
場
を
持
ち
、
さ
ら
に
２
７

カ
所
の
工
場
を
そ
の
他
の
地

域
に
保
有
し
て
い
る
。

　

ア
ン
ベ
ブ
の
ビ
ー
ル
販
売

は
第
３
四
半
期
に
国
内
で

２
５
％
増
加
し
て
い
る
。
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
そ
の
他
の

国
と
カ
ナ
ダ
で
も
事
業
を
展

開
す
る
同
社
は
、
当
期
、
前

年
同
期
比
３
０
・
５
％
増
の

１
５
６
億
レ
ア
ル
の
連
結
収

入
を
計
上
し
て
い
る
。
当
期

純
利
益
は
２
３
億
レ
ア
ル

で
、
前
年
同
期
比
８
・
９
％

減
だ
っ
た
。（
４
日
付
掲
載
）

月
に
１
・
９
３
％
増
だ
っ
た

も
の
が
、
１
１
月
に
は
２
・

５
４
％
増
に
上
昇
、
Ｉ
Ｐ

Ｃ
Ａ
全
体
に
０
・
５
３
％
ポ

イ
ン
ト
分
の
上
昇
圧
力
と

な
っ
た
。
ま
た
、
内
食
用
食

品
は
３
・
３
３
％
増
と
、
過

去
１
５
年
間
で
最
も
高
い
数

字
を
記
録
。
１
２
カ
月
間

の
食
品
の
イ
ン
フ
レ
率
は

２
１
・１
３
％
増
に
達
し
た
。

　

月
間
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
は
、
Ｘ

Ｙ
イ
ン
ベ
ス
チ
メ
ン
ト
ス
が

予
想
し
て
い
た
０
・
８
６
％

増
に
近
い
も
の
だ
っ
た
が
、

食
肉
の
値
上
が
り
は
予
想
の

上
を
行
く
驚
く
べ
き
結
果

だ
っ
た
と
、
同
社
の
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
、
ヴ
ィ
ト
ル
・
ヴ
ィ

ダ
ル
氏
は
言
う
。
同
氏
に
よ

る
と
、
こ
の
食
肉
の
イ
ン
フ

レ
圧
力
は
、
食
肉
相
場
の
値

上
が
り
に
加
え
て
、
ド
ル
高

戦
略
的
事
業
と
し
て
位
置
付

け
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、

メ
キ
シ
コ
国
内
市
場
で
高
い

シ
ェ
ア
を
持
つ
上
に
、
ア
メ

リ
カ
の
需
要
に
も
非
課
税
で

輸
出
し
て
の
対
応
が
可
能
な

た
め
だ
。
し
か
も
、
今
後
の

成
長
も
期
待
で
き
る
有
望
地

域
だ
。

　

ブ
ラ
ス
ケ
ン
は
、
メ
キ
シ

コ
国
内
の
こ
の
問
題
に
加
え

て
、
ア
ラ
ゴ
ア
ス
州
マ
セ
イ

オ
の
岩
塩
事
業
で
も
、
岩
塩

採
掘
が
原
因
で
地
盤
が
沈
下

し
た
と
す
る
問
題
を
抱
え
て

い
る
。
こ
の
問
題
で
は
、
す

で
に
８
５
億
レ
ア
ル
の
引
当

金
を
計
上
し
て
き
た
が
、
住

人
の
移
転
に
加
え
て
採
掘
坑

を
閉
鎖
す
る
こ
と
に
な
り
、

さ
ら
に
３
０
億
レ
ア
ル
の
引

当
金
を
上
積
み
す
る
状
況
に

あ
る
。

　

メ
キ
シ
コ
政
府
が
２
日
、

ブ
ラ
ス
ケ
ン
・
イ
デ
サ
に
対

す
る
天
然
ガ
ス
及
び
エ
タ
ン

の
供
給
を
遮
断
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
同
社
は
、
操
業
を
停

止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

追
い
込
ま
れ
た
。
オ
ー
デ

ブ
レ
ヒ
ト
傘
下
の
同
社
は
、

メ
キ
シ
コ
政
府
の
対
応
に

対
し
て
裁
判
で
争
う
方
針
。

２
０
１
０
年
に
ブ
ラ
ス
ケ

ム
・
イ
デ
サ
と
メ
キ
シ
コ
石

油
公
社
（
Ｐ
ｅ
ｍ
ｅ
ｘ
）
が

締
結
し
た
エ
タ
ン
供
給
に
関

す
る
契
約
が
原
因
だ
。

　

２
０
１
９
年
の
ブ
ラ
ス
ケ

ン
・
イ
デ
サ
の
純
収
入
は

７
億
７
５
０
０
万
ド
ル
で
、

ブ
ラ
ス
ケ
ン
の
連
結
純
収
入

の
６
％
に
相
当
す
る
。
世
界

的
に
み
れ
ば
ま
だ
比
重
が
小

さ
い
事
業
だ
が
、同
社
で
は
、

メ
キ
シ
コ
子
会
社
の
事
業
を

る
大
規
模
な
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
伴
う
世
界
経
済
の
回
復

と
、
貯
蓄
の
切
り
崩
し
に
対

す
る
ブ
ラ
ジ
ル
国
民
の
慎
重

な
態
度
の
希
薄
化
、
景
気
を

刺
激
す
る
通
貨
政
策
を
挙
げ

た
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
パ
ウ
ロ
・
カ

ミ
ー
ロ
・
ペ
ン
ナ
会
長
は
、

「
２
０
２
１
年
に
も
今
年
達

成
す
る
と
見
ら
れ
る
６
千
万

ト
ン
と
い
う
ペ
ー
ス
を
維

持
、
あ
る
い
は
上
回
る
こ
と

が
で
き
た
場
合
に
は
初
め

て
、
業
界
は
、
未
来
に
大
き

な
不
安
が
横
た
わ
っ
て
い
よ

う
と
も
手
放
し
で
喜
ぶ
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
コ
メ

ン
ト
し
た
。

　

２
０
２
０
年
の
セ
メ
ン
ト

販
売
は
最
終
的
に
、
前
年
比

９
・
５
％
増
か
ら
１
０
％
程

度
に
収
ま
る
と
見
ら
れ
て
い

る
。
２
０
１
９
年
１
２
月
に

記
録
し
た
４
０
０
万
ト
ン
と

い
う
販
売
量
を
２
０
２
０
年

１
２
月
も
維
持
で
き
れ
ば
、

年
間
の
販
売
量
は
６
千
万
ト

ン
に
到
達
す
る
。
同
会
長
は

今
回
、
６
０
３
０
万
ト
ン
と

い
う
見
方
を
示
し
た
。
仮
に

こ
の
水
準
を
達
成
す
れ
ば
、

２
０
１
５
年
９
月
ま
で
の

１
２
カ
月
間
で
達
成
し
た
水

準
ま
で
回
復
し
た
こ
と
を
意

味
す
る
。

　

１
―
１
１
月
の
販
売
は
、

前
年
同
期
比
１
０
・
４
％
増

の
５
６
１
０
万
ト
ン
。
過
去

１
２
カ
月
で
は
５
９
８
５
万

ト
ン
と
な
る
。
１
１
月
だ

け
を
見
る
と
前
年
同
月
比

１
１
・
７
％
増
の
５
３
０
万

ト
ン
で
、
営
業
日
１
日
当

た
り
で
見
る
と
前
月
比
５
・

２
％
増
の
２
４
万
２
０
０
ト

ン
だ
。

　
　
　
　
　
（
９
日
付
掲
載
）

イ
ン
フ
レ
の

変
動
に
対
す

る
見
通
し
の

悪
化
を
意
味

す
る
も
の
で

は
な
い
。

　

バ
ロ
ー
ル

紙
が
複
数
の

ア
ナ
リ
ス
ト

か
ら
意
見
を

集
め
た
と
こ

ろ
、
１
１
月

の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ

が
予
想
の
上

ハ
イ
チ
に
次
ぐ
貧
困
国
に
転
落

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
経
済
悪
化
続
く

アンベブが北東
部を強化
ペルナンブコで
ビール生産

　

こ
う
し
た

状
況
で
は
あ

る
が
、
２
０ 

２
１
年
に
想

定
さ
れ
る
経

済
成
長
の
大

部
分
（
３
・

５
％
）
は
、

２
０
２
０
年

下
半
期
（
７

―
１
２
月
期
）

　

厳
し
い
販
売
が
続
い
た

１
年
の
後
、
４
、５
月
に
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
打
撃
を

受
け
た
セ
メ
ン
ト
業
界
だ

が
、
２
０
２
０
年
は
最
終
的

に
業
界
に
と
っ
て
は
歓
迎
す

べ
き
１
年
で
幕
を
閉
じ
る
見

通
し
。
た
だ
し
、
販
売
が

前
年
比
で
大
き
く
伸
び
る
一

方
で
、
２
０
２
１
年
に
つ
い

て
は
現
時
点
で
そ
れ
ほ
ど
明

る
い
材
料
が
な
い
の
も
事
実

だ
。２
０
２
１
年
に
関
し
て
、

業
界
企
業
を
ま
と
め
る
全
国

セ
メ
ン
ト
工
業
組
合
（
Ｓ
Ｎ

Ｉ
Ｃ
）
は
非
常
に
慎
重
な
見

方
を
し
て
お
り
、
現
時
点
で

の
予
想
を
先
送
り
し
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
証
券
取
引
所
の

ブ
ラ
ス
ケ
ン
株
は
、こ
の
日
、

４
・８
７
％
値
下
が
り
し
た
。

　
　
　
　
　
（
３
日
付
掲
載
）

速
を
つ
け
な
が
ら
縮
小
し
て

い
る
。
し
か
も
、
こ
う
し
た

状
況
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
追
い

打
ち
を
か
け
た
格
好
だ
。

　

同
社
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
人
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
、
ア
レ
ハ
ン
ド

ロ
・
グ
リ
サ
ン
テ
ィ
取
締

役
に
よ
る
と
、「
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
の
１
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
１
７
０
０
ド
ル
、
ハ
イ

チ
は
１
３
０
０
ド
ル
に
な

る
。
年
末
時
点
で
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
は
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
あ
る
い

は
グ
ァ
テ
マ
ラ
以
上
に
貧
し

い
国
に
な
る
」
と
い
う
。
同

社
は
ま
た
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
経

済
が
２
０
２
０
年
に
３
４
％

減
を
記
録
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

４
８
０
億
ド
ル
ま
で
低
下
す

る
と
予
想
し
て
い
る
。な
お
、

２
０
１
４
年
の
同
国
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
は
２
１
２
０
億
レ
ア
ル
超

だ
っ
た
。

　

た
だ
、
２
０
２
１
年
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
成
長
率
の
落
ち
込
み

幅
は
１
・
９
％
減
に
縮
小
す

る
見
込
み
だ
。「
２
０
１
１

年
に
何
か
の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ

る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
が
引
き
続
き
貧
困
国

で
あ
り
続
け
る
と
い
う
も

の
だ
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
既
に
大

き
く
落
ち
込
み
、
原
油
の

生
産
も
既
に
ご
く
少
量
で
、

２
０
２
１
年
に
２
桁
の
マ
イ

ナ
ス
成
長
に
な
る
よ
う
な
要

素
が
な
い
」
と
い
う
。

　

石
油
輸
出
国
機
構
（
Ｏ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
）
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
国
内
の
原

油
生
産
量
は
２
０
２
０
年
第

３
四
半
期
ま
で
に
、
５
９
４

石
油
換
算
バ
レ
ル
／
日
ま
で

落
ち
込
ん
で
い
る
。
１
０
月

は
４
７
３
石
油
換
算
バ
レ
ル

／
日
で
、
グ
リ
サ
ン
テ
ィ
氏

は
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
経
済
が
向

か
っ
て
い
る
先
に
ハ
イ
チ
が

あ
る
の
は
間
違
い
な
い
が
、

２
０
２
１
年
に
最
貧
国
に
転

落
す
る
可
能
性
は
低
い
と
い

う
。

　
　
　
　
　
（
４
日
付
掲
載
）

メ
リ
カ
・
カ
リ
ブ
海
地
域
で

ハ
イ
チ
に
次
ぐ
貧
困
国
に
転

落
す
る
見
込
み
。
コ
ン
サ
ル

　

７
年
前
か
ら
続
く
リ
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は

２
０
２
０
年
、
ラ
テ
ン
ア

レ
ア
ル
安
が
背
景
に
あ
る
と

い
う
。
為
替
相
場
は
レ
ア
ル

が
値
上
が
り
す
る
傾
向
に
あ

り
、
１
ド
ル
＝
５
・
１
０
レ

ア
ル
で
年
末
を
迎
え
る
と
見

同
審
議
会
の
ネ
ル
ソ
ン
・
カ

ル
ヴ
ァ
リ
ャ
エ
ス
会
長
は
、

「
新
記
録
を
達
成
す
る
こ
と

に
、
疑
問
の
余
地
は
な
い
」

と
話
す
。

　

金
額
ベ
ー
ス
で
は
、
１

―
１
１
月
に
前
年
同
期
比

６
・
７
％
増
の
５
０
億
ド
ル

で
、
こ
の
期
間
の
輸
出
額
と

し
て
は
過
去
５
年
間
で
最

高
額
で
あ
る
。
平
均
単
価

は
、
前
年
同
期
比
１
％
増
の

１
２
６
・４
５
ド
ル
だ
。

　

隔
年
で
収
穫
が
変
動
し
、

相
対
的
に
収
穫
が
落
ち
込

み
、
不
利
に
な
る
２
０
２
０

年
に
驚
く
べ
き
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
発
揮
さ
れ
た
と
い
う

見
方
を
同
会
長
は
示
す
も

の
の
、
２
０
２
１
年
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
ど
う
な
る

か
を
占
う
の
は
時
期
尚
早
だ

と
話
す
。「
結
果
は
期
待
を

大
き
く
上
回
っ
た
。
生
産
者

ら
は
青
田
売
り
し
、
質
、
量

の
い
ず
れ
で
も
素
晴
ら
し
い

も
の
と
な
っ
た
」
と
指
摘
し

た
。

　

ま
た
、１
１
月
の
輸
出
は
、

９
月
以
降
の
傾
向
を
踏
襲
し

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
全

体
の
輸
出
は
前
年
同
月
比

３
２
・
２
％
増
の
４
３
０
万

俵
。
月
間
の
輸
出
量
と
し
て

も
２
０
２
０
年
と
し
て
は

１
０
月
の
４
４
５
万
俵
に
次

ぐ
水
準
だ
っ
た
。

　

金
額
ベ
ー
ス
で
見
る

と
、
１
１
月
は
前
年
同
月
比

３
２
・
３
％
増
の
５
億
４
２ 

０
０
万
ド
ル
を
計
上
し
た
。

平
均
単
価
は
、
前
年
同
月

と
同
水
準
の
１
２
４
・
９
０

ド
ル
。
生
豆
の
輸
出
量
は

４
０
２
万
俵
で
、
前
年
同
月

比
３
５
・９
％
増
だ
っ
た
。

　

１
１
月
の
輸
出
に
占
め

る
ア
ラ
ビ
カ
種
の
比
率

は
８
５
・
１
％
に
相
当
す

る
３
７
０
万
俵
で
、
前

年
同
月
比
３
３
・
９
％
増

だ
っ
た
。
コ
ニ
ロ
ン
種
は

７
・
７
％
を
占
め
て
前
年

同
月
比
６
３
・
６
％
増
の

３
３
万
４
千
俵
だ
っ
た
。

　

２
０
２
０
／
２
１
農
年
と

し
て
み
る
と
、
７
月
か
ら

１
１
月
に
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
前

年
同
期
比
１
５
・
２
％
増
の

１
９
８
０
万
俵
を
輸
出
し

た
。
金
額
ベ
ー
ス
で
は
、
前

年
同
期
比
１
２
・
８
％
増
の

２
４
億
ド
ル
を
記
録
し
た
。

　
　
　
　
（
１
０
日
付
掲
載
）

ら
れ
る
こ
と
で
、
卸
売
価
格

を
転
嫁
し
て
い
く
圧
力
は
緩

和
さ
れ
、
食
肉
価
格
の
急
騰

と
い
う
傾
向
が
一
時
的
な
も

の
に
な
る
可
能
性
を
高
め
て

い
る
と
指
摘
し
た
。

　

他
方
、
Ｘ
Ｐ
は
１
１
月
に

コ
ア
５
品
目
の
平
均
を
０
・

５
６
％
増
と
予
想
し
た
が
、

こ
れ
を
下
回
る
０
・
４
４
％

コ
ー
ヒ
ー
輸
出
が
５
・７
％
増

２
０
年
１
―
１
１
月
の
統
計
で

を
行
く
昂
進
を
見
せ
た
中
で

　

９
月
に
入
り
、
２
０
２
０

／
２
１
農
年
の
収
穫
分
の

コ
ー
ヒ
ー
が
農
業
組
合
や
商

社
の
倉
庫
に
到
着
し
始
め
て

以
来
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
コ
ー

ヒ
ー
豆
の
輸
出
は
月
を
追
う

ご
と
に
記
録
を
塗
り
替
え
て

お
り
、
年
間
で
も
記
録
を
塗

り
替
え
る
方
向
で
推
移
し
て

い
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
・
コ
ー
ヒ
ー

増
と
な
り
、
１
０
月
の
０
・

５
１
％
増
も
下
回
っ
た
。
こ

れ
は
明
る
い
材
料
で
あ
る
。

過
去
１
２
カ
月
間
で
見
る

と
、
１
０
月
の
２
・
４
３
％

増
か
ら
、
１
１
月
に
は
２
・

６
４
％
増
で
上
昇
中
だ
。

　
　
　
　
　
（
９
日
付
掲
載
）



サ
ン
パ
ウ
ロ　

梅
崎
嘉
明

疫
病
に
歌
会
は
休
止
幾
月
も

                       
逢
わ
ぬ
歌
友
の
い
か
に
お
わ
す
や

逢
う
人
の
誰
も
が
コ
ロ
ナ
禍
を
話
す

                                  
傍
の
猫
は
昼
寝
し
て
お
り

会
者
定
離
常
な
る
世
に
て

             

コ
ロ
ナ
の
蔓
延
さ
ほ
ど
気
に
な
ら
ず
生
く

内
外
の
郵
便
事
情
の
悪
化
し
て

                                

唯
一
パ
ソ
コ
ン
が
通
信
機
関

生
き
な
お
し
き
か
ぬ
う
つ
そ
み
茫
々
と

                               

九
十
七
歳
コ
ロ
ナ
禍
の
中

「
評
」
梅
崎
大
人
の
健
康
と
忍
耐
力
維
持
に

は
敬
服
す
る
。
そ
れ
を
二
首
、
三
首
の
如
く
気

に
せ
ず
生
き
る
九
十
七
歳
翁
で
あ
る
。

サ
ン
パ
ウ
ロ　

相
部
聖
花

光
陰
は
矢
の
如
く
行
く
生
き
延
び
し

                                  

今
日
一
日
は
何
学
び
し
か

捨
て
が
た
き
物
の
一つ
に
結
婚
式

                                     

祝
電
の
束
五
〇
年
経
て

戸
棚
の
中
使
用
せ
ぬ
器
具
多
く
あ
り

                          

整
理
せ
ね
ば
と
思
う
日
々
過
ぐ

こ
の
時
節
孫
ら
と
食
事
す
る
折
な
く
て

                             

毎
週
フ
ェ
ジ
ョ
ン
作
り
届
け
る

初
な
り
の
赤
く
熟
れ
た
る
ミ
ニ
ト
マ
ト

                

娘
（
こ
）
の
家
族
数
四
個
持
た
せ
り

「
評
」
実
に
誠
実
な
短
歌
詠
み
で
あ
る
。
延
び

て
何
を
学
び
し
か
整
理
せ
ね
ば
と
思
う
器
具
そ

の
ま
ま
に
日
々
は
過
ぎ
て
い
く
。
子
の
家
族
数

と
は
孫
の
嫁
ぎ
先
を
三
個
と
読
み
と
ば
し
て
い

た
。
四
個
で
し
た
。
ボ
ケ
で
必
ず
読
み
返
し
の

必
要
を
感
じ
ま
す
。

サ
ン
パ
ウ
ロ　

相
部
聖
花

朝
晩
の
祈
り
の
中
の
浮
か
び
く
る

                                     

兄
弟
四
人
み
な
若
き
顔

音
信
は
絶
え
て
久
し
く
便
り
の
な
き
は

                                  

よ
き
便
り
な
れ
幸
せ
祈
る

ミ
ニ
ト
マ
ト
次
々
熟
れ
て
熟
せ
ば
落
ち
る

　
　
　
　
　
　

万
物
そ
れ
ぞ
れ
熟
せ
ば
消
え
去
る

今
朝
の
花
二
十
を
数
え
る
朝
顔
の

                                 

鮮
や
か
な
青
艶
や
か
な
色

余
生
と
は
義
務
な
き
生
活
さ
れ
ど
ま
た

                       

意
義
あ
る
日
々
な
れ
心
し
て
生
く

「
評
」
こ
の
人
の
作
品
い
つ
接
し
て
も
自
然
と
人

生
が
融
合
し
て
い
て
肯
定
的
な
幸
に
溢
れ
て
い

る
読
む
だ
け
で
救
わ
れ
る
。
祈
り
の
所
為
だ
ろ

う
。

サ
ン
パ
ウ
ロ　

相
部
聖
花

「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」
と
い
う
名
の
店
で
食
材
を

                           

買
い
て
届
け
る
娘
あ
り
て
幸
せ

誕
生
日
に
二
人
の
孫
の
手
作
り
ボ
ー
ロ

                        

囲
み
て
「
パ
ラ
ベ
ン
ス
」
受
け
る

朝
一
番
あ
さ
が
お
見
に
行
く
「
お
は
よ
う
」
と

                              

先
客
の
蜂
花
よ
り
飛
び
立
つ

鉢
植
え
の
い
ち
ご
が
色
付
く
一
個
二
個

                               

故
郷
の
庭
を
偲
び
つ
つ
食
む

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
真
っ
赤
な
花
咲
き
今
は
亡
き

                   

ハ
ワ
イ
の
友
を
偲
ば
せ
る
な
り

「
評
」
こ
こ
に
も
祈
り
と
感
謝
に
充
ち
て
い
る （614）

上
妻
博
彦 

選

今
年
一
ぱ
い
幸
せ
な
稿
を
寄
せ
て
頂
き
有
難

う
。

サ
ン
パ
ウ
ロ　

木
村
衛

若
き
日
の
感
激
よ
来
い
い
ま
一
度

      

ア
ル
プ
ス
（
飛
騨
山
脈
）
み
た
さ
に
山
登
り
つ

日
に
映
ゆ
る
飛
騨
山
脈
の
白
雪
は

                              

果
て
な
く
続
き
心
に
沁
み
る

酒
呑
み
て
好
き
な
物
食
べ
本
を
読
み

                              

何
が
不
足
か
卒
寿
の
お
の
れ

老
い
痴
れ
て
人
恋
う
心
待
ち
し
と
き

                                    

風
強
く
咲
き
春
雷
響
く

左
見
右
見
（
と
み
こ
う
み
）
災
い
多
き
世
な
れ
ど
も

                         

一
会
の
思
い
謝
し
て
過
ご
さ
む

「
評
」
戦
中
戦
後
の
相
撲
を
な
し
た
木
村
氏

当
時
を
回
想
し
な
が
ら
歌
を
詠
む
の
で
あ
る
。

一
会
の
思
い
を
謝
し
て
卒
寿
の
お
の
れ
何
の
不

足
が
あ
ろ
う
か
と
言
っ
て
い
る
。カ

ン
ベ　

湯
山
洋

目
覚
ま
し
の
役
目
を
果
た
す
サ
ラ
ク
ー
ラ

                                 

癪
に
障
れ
ど
有
難
き
か
な

コ
ド
ル
ノ
が
鳴
け
ば
弁
当
着
く
時
間

                          

腹
が
鳴
り
出
し
水
で
誤
魔
化
す

木
陰
ま
で
「
一
寸
来
お
い
」
と
ベ
ン
テ
ビ
ー

                                 

少
し
休
め
と
暑
さ
気
遣
う

く
た
び
れ
て
侘
し
さ
募
る
夕
暮
に

                              
山
鳩
鳴
け
ば
吾
も
泣
き
た
い

ウ
ル
タ
ー
ゴ
の
求
愛
の
声
響
く
夜
は

                    

鳴
い
て
別
れ
た
お
下
げ
の
あ
の
娘
を

「
評
」
感
受
性
の
ビ
カ
ビ
カ
の
頃
は
農
村
で
短

歌
に
目
覚
め
た
人
の
作
品
は
素
晴
ら
し
い
。
サ

ラ
ク
ー
ラ
に
起
こ
さ
れ
て
癪
に
障
れ
ど
有
難
が

り
。
コ
ド
ル
ー
ノ
に
弁
当
の
時
間
を
水
で
誤
魔

化
す
。
こ
う
し
て
１
日
の
農
作
業
を
野
鳥
達
と

す
べ
て
善
意
に
合
わ
せ
て
行
く
こ
と
の
出
来
る

人
で
あ
る
。

サ
ン
パ
ウ
ロ　

安
中
攻

栗
拾
い
し
た
こ
と
の
あ
る
林
す
ぎ

                        

今
日
は
焼
野
に
わ
ら
び
つ
み
お
り

前
に
見
た
西
瓜
畑
は
た
が
や
さ
れ

                               

花
コ
ウ
ベ一
面
真
白
に
見
ゆ

ふ
る
さ
と
の
北
斗
七
星
偲
ば
る
る

                          

異
国
の
夜
空
見
上
げ
お
り
て
も

朝
市
の
客
呼
ぶ
声
は
過
ぎ
し
日
の

                        

想
い
と
そ
れ
に
な
つ
か
し
さ
あ
り

と
う
き
び
を
ゆ
が
き
売
り
お
る
朝
の
市

                        

匂
い
そ
の
ま
ま
ふ
る
さ
と
が
あ
り

と
う
き
び
の
皮
む
く
匂
い
な
つ
か
し
く

                            

手
に
と
っ
て
み
る
朝
の
市
場
で

十
町
歩
菜
種
畑
を
見
渡
せ
ば

                                  

花
の
季
は
す
ぎ
緑
波
打
つ

広
大
な
菜
種
畑
を
一
周
し

                                 

試
作
中
だ
と
従
弟
語
れ
り

色
褪
せ
て
包
装
さ
れ
来
し
新
聞
を

                       

広
げ
読
み
お
り
午
後
の
陽
だ
ま
り

電
話
な
く
案
じ
訪
ね
し
吾
友
は

                                 

人
工
透
析
始
め
し
と
告
ぐ

あ
の
頃
の
コ
チ
ア
青
年
白
髪
で

                                  

苦
労
話
を
し
み
じ
み
語
る

妻
の
足
骨
折
完
治
は
一
年
か

                                     

二
人
三
脚
こ
れ
も
人
生

ま
ど
ろ
み
て
妻
に
付
き
添
う
病
室
で

                            

ア
パ
レ
シ
ー
ダ
の
聖
日
迎
え
り

ア
ベッ
ク
で
上
と
下
の
句
詠
み
競
う

                                     

新
な
趣
向
こ
れ
又
楽
し

休
校
の
前
に
列
な
し
人
の
群
れ

                          

空
晴
れ
わ
た
り
今
日
は
選
挙
日

「
評
」
妻
に
先
だ
た
れ
四
年
目
に
入
り
つ
く
づ

く
と
歳
を
重
ね
た
の
だ
。
今
頃
し
み
じ
み
思
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
子
供
達
の
言
動
に
も
思
う
よ

う
に
な
っ
た
。
外
に
出
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
こ

の
頃
電
話
を
く
れ
る
人
も
少
な
く
な
っ
た
。
ア

ベ
ッ
ク
歌
合
わ
せ
を
娘
に
で
も
け
し
か
け
て
見

よ
う
か
今
日
は
ひ
っ
そ
り
思
い
つ
い
た
。

サ
ン
ト
ア
ン
ド
レ  

宮
城
野
あ
き
ら

日
本
の
タ
ン
カ
ー
座
礁
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
沖

                                 

重
油
流
出
沿
岸
に
迫
り
来

朝
あ
け
の
島
の
海
原
黒
々
と

                              

重
油
流
れ
て
波
濤
荒
れ
立
つ

原
生
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
奥
深
く

                      

重
油
へ
ば
り
つ
き
へ
ど
ろ
ま
み
れ
に

海
鳥
も
カ
メ
も
死
骸
に
呆
然
と

                                  

油
ま
み
れ
の
漁
師
ら
の
涙

毒
性
の
炭
化
水
素
に
汚
染
さ
れ

                            

サ
ン
ゴ
群
生
な
べ
て
死
に
絶
ふ

即
席
の
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
を
手
に
握
り

                                  

油
掬
い
い
る
島
人
ら
悲
し

人
災
の
む
ご
き
仕
打
ち
に
天
然
の

                               

美
し
き
恵
み
ま
た
一つ
消
ゆ

「
評
」
六
首
目
の
島
人
ら
の
悲
し
み
手
の
ほ
ど

こ
し
用
を
知
ら
な
い
幼
児
の
涙
に
対
し
て
の
む

ご
き
最
も
高
知
能
の
仕
打
ち
な
の
で
あ
る
。
そ

こ
に
気
付
か
ぬ
ほ
ど
に
物
質
文
明
に
侵
さ
れ
た

人
類
の
業
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
宮
城
野
氏
は

言
っ
て
い
る
。

サ
ン
パ
ウ
ロ　

大
志
田
良
子

新
型
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
世
界
中

                           

お
そ
い
て
感
染
死
と
は
悲
し
き

待
ち
わ
び
し
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
来
年
と

                            

延
期
に
な
る
と
コ
ロ
ナ
の
原
因

一
日
も
早
い
撲
滅
願
う
の
み

                                     

医
学
の
力
国
民
の
願
い

三
密
を
守
り
通
し
て
半
年
を

                          

過
ぎ
自
粛
生
活
終
活
と
き
め
し

恙
が
な
く
今
日
も
一
日
無
事
に
終
え

                          
窓
開
け
見
れ
ば
美
し
き
十
五
夜

「
評
」
後
一
年
生
き
な
け
れ
ば
大
志
田
氏
の
年

に
届
か
ぬ
計
算
を
合
同
歌
集
を
見
つ
け
出
し
て

か
ら
、
又
二
〇
分
か
か
り
つ
い
に
娘
に
や
っ
て

も
ら
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
ボ
ケ
が
三
密
を
守
り

通
し
て
半
年
、
急
速
に
体
力
の
衰
え
と
同
時
に

来
た
と
言
う
事
を
、
氏
の
四
首
目
を
見
て
実
感

し
て
い
る
。
短
歌
の
選
も
終
活
の
活
力
に
は
な

ら
な
い
。
そ
れ
で
も
コ
ロ
ナ
菌
だ
け
の
原
因
と

は
思
え
な
い
処
が
小
生
に
は
あ
る
。
こ
の
頑
な

さ
が
あ
る
。

カ
ン
ベ　

湯
山
洋

㐂
寿
過
ぎ
て
君
の
魅
力
に
取
り
憑
か
れ

                           

歳
を
忘
れ
て
夜
更
か
し
を
す
る

我
が
思
い
君
に
伝
え
る
難
し
さ

                              

今
夜
こ
そ
は
と
筆
熱
く
す
る

君
故
に
床
の
中
で
筆
を
立
て

                                  

紙
を
汚
し
た
夜
も
い
く
度

暑
き
夜
も
深
深
更
け
る
寒
き
夜
も

                                  

君
を
思
え
ば
夜
が
楽
し
い

退
屈
な
外
出
自
粛
長
引
け
ど

                               

三
十
一
文
字
の
君
が
吾
に
は

「
評
」
短
歌
詠
み
の
皆
様
は
自
粛
な
ど
も
し
っ

か
り
守
っ
て
他
人
に
迷
惑
の
か
か
ら
ぬ
様
つ
と

め
る
。
三
十
文
字
の
韻
律
を
口
ず
さ
む
楽
し
み

を
持
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
耐
え
る
こ
と
が
出
来

る
の
で
あ
る
。

グ
ワ
ル
ー
リ
ョ
ス 　

長
井
エ
ミ
子

ポ
ッ
チ
ャ
リ
と
サ
ン
バ
の
ナ
ル
ト
初
デ
ビ
ュ
ー

                              

大
き
な
国
の
良
き
野
郎
か
な

観
覧
車
午
後
の
光
に
焼
か
れ
い
て

                        

コ
ロ
ナ
の
日
々
の
永
久
の
静
け
さ

毎
日
の
レ
ト
ル
ト
食
を
子
等
飽
き
て

                                  

雷
鳴
遠
く
こ
ろ
が
る
夕
べ

日
照
雨
抜
け
花
持
つ
木
々
の
哀
し
み
は

                                     

土
に
帰
る
日
訪
れ
し
事

コ
ロ
コ
ロ
と
笑
み
し
月
日
も
紅
さ
し
し

                                  

頃
も
あ
り
な
む
千
年
の
風

「
評
」
長
井
氏
の
歌
の
巾
が
広
が
り
抽
象
的
表

現
が
見
ら
れ
る
と
小
生
の
如
き
傾
向
の
異
な
る

者
に
は
ピ
ン
と
来
な
い
所
が
出
て
来
る
。
上
の

句
と
下
の
句
の
つ
な
が
り
が
そ
う
で
あ
る
が
何

回
も
読
み
返
す
内
に
不
思
議
な
美
し
さ
に
引
き

付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

グ
ワ
ル
ー
リ
ョ
ス　

長
井
エ
ミ
子

婚
し
な
い
息
子
（
こ
）
な
る
が
故
に
諍
い
の

                       

小
さ
き
も
起
こ
る
灯
と
も
し
の
頃

お
互
い
に
言
葉
交
え
ぬ
日
も
あ
り
ぬ

                    

銀
貨
の
色
の
淡
（
あ
わ
）
く
流
る
る

ア
カ
シ
ア
の
花
房
た
れ
て
陽
は
天
に

                    

離
婚
せ
し
娘
（
こ
）
の
一
人
住
む
街

健
脚
を
ま
ぼ
ろ
し
と
し
て
花
芙
蓉

                               

ひ
ら
き
て
愛
し
ひ
と
日
の
命

森
深
し
そ
ば
え
通
り
て
閑
か
な
り

                    

ト
ン
ボ
の
群
れ
て
飛
ぶ
に
飛
ば
ず
に

「
評
」
一
首
二
首
は
手
前
勝
手
に
書
き
か
え
て

理
解
で
き
た
。
五
首
は
ぼ
け
頭
を
し
ぼ
っ
て
辞

書
を
見
て
も
つ
い
に
理
解
で
き
な
い
。
遅
着
分
。

サ
ン
マ
テ
ウ
ス　

松
本
正
雄

霜
月
や
年
に
一
度
の
墓
祭
り

                               

コ
ロ
ナ
の
故
か
人
出
少
な
し

地
下
の
人
地
上
の
コ
ロ
ナ
知
ら
ぬ
故

                       

何
で
来
ぬ
か
と
待
ち
わ
び
て
お
り

墓
前
に
て
語
る
コ
ロ
ナ
の
恐
ろ
し
さ

                                 

神
も
仏
も
お
そ
れ
ぬ
悪
魔

こ
の
小
雨
コ
ロ
ナ
を
愁
う
霊
界
の

                                  

こ
の
世
哀
れ
み
流
す
涙
か

や
っ
と
出
た
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
救
世
主

                            

こ
れ
で
消
え
う
せ
悪
魔
の
使
い

世
界
（
よ
）
の
民
を
弄
ば
せ
し
て
コ
ロ
ナ
消
え

                          

自
粛
も
解
け
て
笑
顔
あ
ふ
る
る

勝
っ
た
た
と
て
油
断
め
さ
る
な
こ
の
コ
ロ
ナ

                          

二
波
も
三
波
も
襲
い
来
る
や
も

「
評
」
丸
丸
人
類
に
は
罪
は
無
い
の
か
と
言
い

た
い
人
で
あ
る
。
い
つ
も
そ
う
思
っ
て
い
る
。
こ

の
青
い
星
で
あ
る
地
球
を
何
ら
か
の
形
で
汚

し
て
は
居
は
し
な
い
か
と
現
代
文
明
を
見
て
い

る
。

ソ
ロ
カ
バ  

新
島
新

造
花
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
こ
の
蘭
は

                       
香
り
も
あ
り
て
紛
ら
わ
し
き
か
な

コ
ロ
ナ
禍
で
過
保
護
に
さ
れ
て
居
る
老
の

                           
身
が
情
け
な
や
つ
く
づ
く
思
う

コ
ロ
ナ
禍
や
ど
こ
ま
で
続
く
泥
濘
ぞ

                          

疫
病
神
に
取
り
憑
か
れ
し
世
は

老
い
ぬ
れ
ど
ウ
イ
ル
ス
に
立
ち
向
か
い
お
れ
ば

                    

周
り
か
ら
無
理
を
す
る
な
と
の
ら
す

八
十
路
坂
こ
こ
ま
で
来
た
ら
舵
取
り
は

　

十
二
月
十
六
日
は
富
重
か
ず
ま
先
生
の
祥
月
命

日
で
す
。
毎
年
か
ず
ま
忌
大
会
を
催
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
今
年
は
そ
れ
も
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
せ

め
て
も
と
思
い
皆
で
先
生
を
偲
ぶ
句
を
詠
ん
で
み

ま
し
た
。

　

か
ず
ま
忌
に
、
い
つ
も
選
者
と
し
て
御
出
席
く

だ
さ
る
先
生
方
に
も
御
協
力
し
て
頂
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申

上
げ
ま
す
。
各
自
一
句
（
順
不
同
）

来
る
年
の
か
ず
ま
忌
約
せ
し
ユ
キ
は
亡
し梅

崎
嘉
明

か
ず
ま
忌
や
師
系
系
図
に
名
を
遺
し

伊
那
宏

蜂
鳥
の
代
（
よ
）
を
踏
み
し
め
ん
か
ず
ま
の
忌

小
斎
棹
子

紙
上
に
て
舞
ふ
や
蜂
鳥
か
ず
ま
の
忌

浜
田
一
穴

の
ち
の
ち
に
残
せ
し
遺
徳
か
ず
ま
の
忌

橋
鏡
子

か
ず
ま
の
忌
座
右
の
書
て
ふ
相
聞
歌

篠
崎
路
子

あ
の
人
も
黄
泉
の
句
座
へ
と
か
ず
ま
の
忌田中

美
智
子

句
の
道
を
久
子
師
さ
さ
え
か
ず
ま
の
忌畠

山
て
る
え

十
四
回
欠
か
さ
ず
参
加
か
ず
ま
の
忌

鈴
木
文
子

思
ひ
出
す
恩
師
の
笑
顔
か
ず
ま
の
忌

秋
末
麗
子

繰
返
し
読
む
遺
句
集
や
か
ず
ま
の
忌

須
賀
吐
句
志

俳
縁
て
ふ
絆
尊
し
か
ず
ま
の
忌

林
と
み
代

想
ひ
出
を
そ
っ
と
探
さ
う
か
ず
ま
の
忌伊

藤
み
ち
子

五
七
五
が
手
を
引
く
背
押
す
か
ず
ま
の
忌佐藤

け
い
子

■ 

く
ろ
し
お
句
会
（
十
二
月
）

本
心
は
秘
め
た
る
ま
ま
に
サ
ン
グ
ラ
ス須

賀
吐
句
志

だ
だ
こ
ね
る
蒙
古
斑
あ
り
裸
の
子

平
間
　
浩
二

こ
の
国
を
終
の
地
と
決
め
冷
奴

後
藤
た
け
し

日
焼
し
て
皺
を
た
た
み
て
老
移
民

小
松
　
八
景

会
釈
さ
れ
誰
か
分
ら
ぬ
サ
ン
グ
ラ
ス

井
上
　
人
栄

悲
し
み
を
隠
し
て
今
日
の
サ
ン
グ
ラ
ス富

岡
　
絹
子

差
別
解
け
モ
レ
ー
ナ
輝
く
夏
選
挙

原
　
は
る
江

限
り
あ
る
命
を
惜
し
み
年
は
行
く

玉
田
千
代
美

煤
払
夫
の
遺
せ
し
闘
病
記

林
　
と
み
代

知
恵
し
ぼ
る
薬
味
あ
れ
こ
れ
冷
奴

鈴
木
　
文
子

郷
に
入
れ
ば
裸
も
平
気
温
泉
場

石
井
か
ず
枝

ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
と
孫
は
裸
で
逃
げ
回
る

上
村
　
光
代

隣
に
も
お
裾
分
け
し
て
冷
奴

那
須
　
千
草

後
戻
り
出
来
れ
ば
し
た
し
煤
払

伊
藤
み
ち
子

ラ
ム
ネ
玉
ポ
ン
と
ふ
る
さ
と
直
ぐ
そ
こ
に太田

　
映
子

明
日
の
こ
と
金
魚
に
内
緒
話
し
て

大
野
　
宏
江

サ
ン
グ
ラ
ス
透
か
し
て
見
ゆ
る
目
の
優
し
さ

篠
崎
　
路
子

鶏
の
足
如
き
日
焼
や
草
履
ば
き

串
間
い
つ
え

世
界
中
コ
ロ
ナ
に
疲
れ
年
流
る

田
中
美
智
子

な
つ
か
し
や
姉
さ
ん
か
ぶ
り
の
煤
払

馬
場
園
か
ね

サ
ン
グ
ラ
ス
と
り
て
な
じ
み
の
顔
と
な
り

山
畑
　
嵩

裸
の
子
母
の
手
の
が
れ
走
り
出
す

山
畑
　
泰
子

縮
み
し
背
ぐ
ん
と
伸
し
て
煤
払

大
槻
　
京
子

幼
子
は
裸
大
好
き
す
つ
ぽ
ん
ぽ
ん

佐
藤
け
い
子

家
中
も
心
の
中
も
煤
払

三
宅
　
昭
子
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ニ
ッ
ケ
イ
俳
壇 

掲
載
予
定
日

                      

伊
那
宏
選 

隔
週
水
曜

                      

小
斎
棹
子
選 

隔
週
木
曜

ニ
ッ
ケ
イ
歌
壇 

掲
載
予
定
日

                          

上
妻
博
彦
選 

第
三
水
曜

          

老
妻
（
つ
ま
）
に
任
せ
て
の
ん
び
り
行
こ
う

「
評
」
や
っ
と
こ
こ
ま
で
た
ど
り
着
い
た
、
そ
れ

も
小
生
の
想
像
で
あ
る
。舵
取
り
は
妻
に
と
思
っ

た
こ
と
も
あ
っ
た
三
年
忌
を
済
ま
せ
て
久
し
く

な
る
。
写
つ
し
絵
が
微
笑
ん
で
い
る
。

サ
ン
パ
ウ
ロ　

宮
城
あ
き
ら

ま
た
し
て
も
横
綱
不
在
今
場
所
も

                              

国
技
相
撲
の
威
容
さ
び
し
き

朝
乃
山
早
く
も
一
敗
背
に
土
が

                                     

大
関
陣
に
不
調
の
兆
す

百
キ
ロ
差
巨
漢
に
挑
み
飛
び
上
が
る

                               

技
の
破
れ
て
さ
れ
ど
愛
し
き

新
大
関
土
俵
ぎ
わ
熱
戦
制
す
れ
ど

                                 

ケ
ガ
痛
々
し
無
念
の
休
場

翔
猿
の
得
意
の
い
な
し
冴
え
わ
た
り

                                 

大
関
這
わ
せ
殊
動
の
白
星

宇
良
関
の
居
返
り
技
は
忍
者
か
と

                         

二
十
七
年
ぶ
り
相
撲
の
醍
醐
味

千
秋
楽
相
星
決
戦
貴
景
勝

                          

照
ノ
富
士
倒
し
賜
杯
抱
き
し
む

己
が
弱
さ
更
に
見
つ
め
て
越
え
ゆ
く
と

                                 

勝
者
の
抱
負
清
々
と
聞
く

■ 

個
人
投
稿

パ
リ
ン
チ
ン
ス　

戸
田
久
子

一
サ
ッ
カ
二
サ
ツ
ま
で
日
本
語
を
み
る
人
は

                

パ
リ
ン
チ
ン
ス
だ
れ
も
い
ま
せ
ん
か
ら

巡
り
来
し
恩
師
を
偲
ぶ
か
ず
ま
の
忌

三
宅
昭
子

蜂
鳥
誌
繰
る
手
も
さ
び
し
か
ず
ま
の
忌

山
畑
泰
子

コ
ロ
ナ
禍
も
く
づ
せ
ぬ
縁
か
ず
ま
の
忌

山
畑
嵩

夏
の
夜
や
ひ
と
り
句
集
に
師
を
偲
ぶ

富
岡
絹
子

咲
か
ず
と
も
一
日
の
深
さ
か
ず
ま
の
忌

大
槻
京
子

俳
縁
と
い
う
宝
あ
り
か
ず
ま
の
忌

井
上
人
栄

コ
ロ
ナ
禍
に
絶
や
し
て
な
ら
ぬ
か
ず
ま
の
忌平

間
浩
二

電
話
越
し
一
句
手
向
（
た
む
）
く
る
か
ず
ま
の
忌

山
岡
秋
雄

ソ
ナ
タ
弾
く
三
人
姉
妹
か
ず
ま
の
忌

森
川
玲
子

ば
ら
の
香
に
俳
句
の
集
ひ
か
ず
ま
の
忌

伊
藤
智
恵

か
ず
ま
忌
や
句
友
の
集
ひ
末
長
く

上
田
ゆ
づ
り

夏
め
き
し
か
ず
ま
忌
来
た
る
な
つ
か
し
く上

村
光
代

か
ず
ま
忌
や
思
ひ
は
遠
き
句
友
の
日

渋
江
安
子

師
を
偲
び
句
友
偲
ん
で
か
ず
ま
の
忌

山
本
英
峯
子

蜂
鳥
の
尊
き
絆
か
ず
ま
の
忌

串
間
い
つ
え

振
り
向
け
ば
俳
句
一
途
に
か
ず
ま
の
忌馬

場
園
か
ね

風
薫
る
蜂
鳥
の
影
か
ず
ま
の
忌

畔
柳
道
子

夫
あ
ら
ば
共
に
シ
ョ
パ
ン
を
年
の
暮

富
重
久
子

「
評
」
新
聞
社
に
十
四
人
分
出
来
て
取
り
に
来

る
様
電
話
し
た
所
に
宮
城
さ
ん
の
分
が
届
き
、

急
い
で
く
っ
つ
け
ま
し
た
。
皆
様
五
首
づ
つ
投

稿
は
き
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
う
し
て
ふ
え

る
作
品
を
残
し
て
次
稿
と
し
て
い
た
の
で
は
こ

ち
ら
が
煩
雑
し
型
破
り
に
戻
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
頃
手
が
震
え
だ
し
て
困
っ
て
い
る
所
で
す
。

第
十
五
回
か
ず
ま
忌
に
よ
せ
て
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【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
＝
仲
井
大
祐
】
米
大
統
領
選
の
勝
者
を
正
式
に
選
出
す
る
大
統

領
選
挙
人
（
５
３
８
人
）
に
よ
る
投
票
が
１
４
日
、
全
米
５
０
州
と
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン

で
実
施
さ
れ
、
バ
イ
デ
ン
次
期
大
統
領
（
民
主
党
）
が
過
半
数
の
３
０
６
人
を
獲
得
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
（
共
和
党
）
の
２
３
２
人
を
大
き
く
引
き
離
し
勝
利
を
確
定
さ
せ
た
。

バ
イ
デ
ン
氏
は
１
４
日
夜
（
日
本
時
間
１
５
日
午
前
）、
東
部
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
ウ
ィ
ル

ミ
ン
ト
ン
で
演
説
し
、
大
統
領
選
で
の
「
明
確
な
勝
利
だ
」
と
宣
言
、
ト
ラ
ン
プ
氏
に

結
果
を
認
め
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
と
述
べ
、
敗
北
を
認
め
撤
退
す
る
よ
う
迫
っ
た
。

バイデン氏勝利確定

様
子
を
生
中
継
。
ア
ザ
ー
厚

生
長
官
は
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン

の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
大

病
院
で
接
種
の
様
子
を
視
察
し

「
非
常
に
効
果
が
高
く
、
接
種

は
そ
の
人
や
家
族
、
国
民
の
健

康
と
安
全
を
守
る
」と
訴
え
た
。

　

た
だ
、
感
染
を
抑
え
込
む

「
集
団
免
疫
」
獲
得
に
は
人

口
の
７
５
〜
８
０
％
が
ワ
ク
チ

ン
接
種
な
ど
で
抗
体
を
持
つ
必

要
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
Ａ
Ｐ

通
信
な
ど
の
世
論
調
査
で
は
、

ワ
ク
チ
ン
を
「
受
け
る
」
と
の

回
答
は
４
７
％
に
と
ど
ま
っ
て

議
を
唱
え
る
よ
う
促
す
策
を

検
討
し
て
い
る
も
よ
う
だ
が
、

結
果
に
影
響
は
出
な
い
と
み
ら

れ
て
い
る
。
バ
イ
デ
ン
氏
は
１

月
２
０
日
の
就
任
式
で
宣
誓

し
、第
４
６
代
大
統
領
と
な
る
。

　

大
統
領
選
は
５
０
州
と
首

都
ワ
シ
ン
ト
ン
に
割
り
当
て
ら

れ
た
大
統
領
選
挙
人
の
過
半

数
獲
得
を
争
う
間
接
選
挙
。

１
４
日
は
各
州
の
州
議
会
議

事
堂
な
ど
に
選
挙
人
が
集
ま
っ

て
投
票
し
た
。
民
意
に
従
わ

ず
別
の
政
治
家
に
投
票
す
る

「
不
誠
実
な
選
挙
人
」
は
出

な
か
っ
た
。

　

異
例
の
選
挙
は
今
回
の
勝

利
確
定
で
区
切
り
に
至
り
、
バ

イ
デ
ン
氏
は
政
権
交
代
に
向

け
前
進
す
る
意
向
を
示
し
た
。

　

選
挙
人
投
票
は
通
常
、
形

式
的
な
手
続
き
だ
が
、
ト
ラ

ン
プ
氏
が
敗
北
を
受
け
入
れ

ず
注
目
を
集
め
た
。
バ
イ
デ
ン

氏
の
勝
利
確
定
後
、
ト
ラ
ン

プ
氏
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
「
多
く

の
ト
ラ
ン
プ
票
が
バ
イ
デ
ン
に

回
っ
た
。
こ
の
う
そ
の
選
挙
は

有
効
で
は
な
い
」と
書
き
込
み
、

抵
抗
を
続
け
る
構
え
を
崩
し
て

い
な
い
。
１
４
日
は
選
挙
の
不

正
を
否
定
す
る
バ
ー
司
法
長

官
の
辞
任
を
発
表
し
た
。

　

バ
イ
デ
ン
氏
は
ト
ラ
ン
プ
氏

が
結
果
を
覆
す
た
め
続
け
た
法

廷
闘
争
戦
術
を
「
民
意
と
法

の
支
配
、
憲
法
を
否
定
す
る
も

の
だ
」
と
厳
し
く
批
判
。
国
民

に
向
け
「
民
主
主
義
が
勝
っ
た
。

結
束
し
、
癒
や
す
た
め
に
次
の

ペ
ー
ジ
に
進
む
時
が
来
た
」
と

訴
え
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
分
断
政

治
と
の
決
別
を
表
明
し
た
。

　

選
挙
人
投
票
の
結
果
は
来

年
１
月
６
日
に
連
邦
上
下
両

院
合
同
本
会
議
が
集
計
し
、

当
選
が
公
式
認
定
さ
れ
る
。
ト

ラ
ン
プ
氏
は
共
和
党
議
員
に
異

ト
ラ
ン
プ
氏
に
撤
退
迫
る

米
、選
挙
人
投
票
で
選
出

米
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始

世
界
最
多
死
者
30
万
人
超

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
米
国

で
１
４
日
、米
製
薬
大
手
フ
ァ

イ
ザ
ー
な
ど
が
開
発
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
始
ま
っ

た
。
１
６
０
０
万
人
以
上
が

感
染
、
３
０
万
人
以
上
が
死

亡
し
た
世
界
最
多
の
感
染
国

　
【
共
同
】
赤
羽
一
嘉
国
土
交

通
相
は
１
５
日
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
受
け
た

観
光
支
援
事
業
「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ

ト
ラ
ベ
ル
」
の
全
国
一
時
停
止

に
伴
い
、
キ
ャ
ン
セ
ル
を
受
け

た
旅
行
業
者
、
宿
泊
施
設
へ
の

補
償
を
従
来
の
３
５
％
か
ら

５
０
％
に
引
き
上
げ
る
と
表
明

し
た
。
停
止
期
間
の
２
８
日
〜

来
年
１
月
１
１
日
は
書
き
入

れ
時
の
年
末
年
始
と
重
な
り
、

経
営
へ
の
影
響
に
配
慮
す
る
。

旅
行
業
者
や
宿
泊
施
設
は
解

約
が
急
増
し
、
経
営
悪
化
を

懸
念
す
る
声
が
出
て
い
る
。

　
一
方
、
西
村
康
稔
経
済
再

生
担
当
相
は
、
広
島
市
発
着

裁
判
長
は
「
人
命
軽
視
の
態

度
は
甚
だ
し
く
、
犯
罪
史
上

ま
れ
に
み
る
悪
質
な
犯
行
だ
」

と
述
べ
た
。
争
点
だ
っ
た
殺
害

へ
の
承
諾
に
つ
い
て
は
「
９
人

全
員
に
な
か
っ
た
」
と
し
、
被

告
に
は
完
全
責
任
能
力
が
あ
っ

た
と
認
定
し
た
。

　

ツ
イ
ッ
タ
ー
に
「
死
に
た

い
」
と
書
き
込
む
な
ど
し
た

　
【
共
同
】
神
奈
川
県
座
間

市
の
ア
パ
ー
ト
で
２
０
１
７

年
、
男
女
９
人
の
切
断
遺
体

が
見
つ
か
っ
た
事
件
の
裁
判
員

裁
判
判
決
で
、
東
京
地
裁
立

川
支
部
は
１
５
日
、
強
盗
強

制
性
交
殺
人
な
ど
の
罪
に
問

わ
れ
た
無
職
白
石
隆
浩
被
告

（
３
０
）
に
求
刑
通
り
死
刑

を
言
い
渡
し
た
。
矢
野
直
邦

座
間
９
遺
体　
被
告
に
死
刑

「
史
上
ま
れ
に
見
る
悪
質
さ
」

１
０
％
の
罰
金
や
域
内
で
の
業

務
停
止
な
ど
の
厳
し
い
制
裁
を

想
定
。
た
だ
、
法
成
立
ま
で

コ
ロ
ナ
流
行
収
束
に
期
待

た
「
大
阪
コ
ロ
ナ
重
症
セ
ン

タ
ー
」
が
１
５
日
、始
動
し
た
。

懸
念
さ
れ
て
い
た
看
護
師
不

足
は
、
他
府
県
や
自
衛
隊
か

ら
の
派
遣
な
ど
で
解
消
す
る

見
込
み
。
１
１
月
末
に
完
成

し
た
３
０
床
の
う
ち
、
ま
ず

は
５
床
程
度
で
患
者
を
受
け

入
れ
る
。

　
【
共
同
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
が
続
く
大

阪
府
で
、
急
増
す
る
重
症
者

の
受
け
皿
と
し
て
整
備
さ
れ

に
は
曲
折
が
あ
り
そ
う
だ
。

　

欧
州
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、

法
案
は
ラ
イ
バ
ル
な
ど
の
市
場

参
入
を
阻
む
力
を
持
つ
デ
ジ
タ

ル
市
場
の
「
門
番
」
と
も
言

え
る
巨
大
Ｉ
Ｔ
に
対
し
（
１
）

他
企
業
買
収
時
の
欧
州
委
へ
の

事
前
通
知
（
２
）
当
局
や
ラ

イ
バ
ル
企
業
と
も
特
定
デ
ー
タ

共
有
（
３
）
オ
ン
ラ
イ
ン
広
告

へ
の
個
人
情
報
使
用
な
ど
の
情

ち
、
札
幌
市
、
大
阪
市
を
目

的
地
と
す
る
旅
行
の
割
引
停

止
を
１
６
日
以
降
も
延
長
し
、

２
７
日
ま
で
継
続
す
る
。
東

京
都
、
名
古
屋
市
が
目
的
地

の
旅
行
も
割
引
を
停
止
。
割

引
停
止
は
東
京
都
が
１
８
〜

２
７
日
、
名
古
屋
市
は
１
４

〜
２
７
日
で
、
新
規
予
約
は
で

き
な
い
。
予
約
済
み
分
は
４
地

域
と
も
２
１
日
出
発
分
ま
で
は

割
引
が
有
効
だ
が
、
２
２
〜

２
７
日
は
無
効
と
な
る
。

　

４
地
域
の
住
民
が
ト
ラ
ベ
ル

事
業
を
使
う
旅
行
も
、
２
７

日
ま
で
利
用
を
控
え
る
よ
う

呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

年
末
年
始
は
医
療
体
制
が

手
薄
と
な
る
。
１
５
日
に
開

　
【
モ
ス
ク
ワ
共
同
】
第
２
次

大
戦
中
に
多
数
の
ユ
ダ
ヤ
難
民

を
「
命
の
ビ
ザ
」
で
救
っ
た
外

交
官
杉
原
千
畝
が
ビ
ザ
を
発

給
し
た
地
で
あ
る
リ
ト
ア
ニ
ア

中
部
カ
ウ
ナ
ス
の
「
杉
原
記

念
館
」
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
存
続
の
危
機
に
陥

り
、
苦
境
を
知
っ
た
日
本
の
有

り
、
全
体
の
感
染
者
を
抑
え

る
こ
と
が
命
を
守
る
上
で
最
も

重
要
だ
」
と
府
庁
で
報
道
陣

に
語
っ
た
。
さ
ら
な
る
看
護
師

の
確
保
に
関
し
て
は
「
今
で
も

手
を
挙
げ
て
く
れ
る
人
た
ち
が

い
る
。
３
０
床
を
運
用
し
て
い

け
る
」
と
述
べ
た
。

　

府
内
の
重
症
者
向
け
病
床

は
逼
迫
し
て
お
り
、
使
用
率

は
１
４
日
時
点
で
７
５
・
７
％

に
上
る
。
府
は
医
療
機
関
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
大

阪
急
性
期
・
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
（
大
阪
市
住
吉
区
）
の

敷
地
内
に
プ
レ
ハ
ブ
の
臨
時
施

設
を
整
備
し
た
。

　

特
に
重
篤
な
人
に
使
う
人

工
心
肺
装
置
「
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
（
エ

ク
モ
）」
は
置
か
ず
、
重
症
者

の
中
で
も
比
較
的
容
体
の
安

定
し
た
患
者
を
受
け
入
れ
る

方
針
だ
。

　

府
に
よ
る
と
、
全
３
０

ル
内
に
）
入
っ
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
」
と
述
べ
た
。

　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
に
よ
る
と
、
地

球
に
帰
還
し
た
直
後
や
日
本

帰
国
後
の
調
査
で
カ
プ
セ
ル
か

ら
検
出
し
た
ガ
ス
は
地
球
の
も

の
で
は
な
く
、
小
惑
星
り
ゅ
う

ぐ
う
に
由
来
す
る
も
の
と
確
認

し
た
。
固
体
と
気
体
の
試
料

志
が
募
っ
た
寄
付
金
約
１
０

５
０
万
円
の
贈
呈
式
が
１
５

日
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

呼
び
掛
け
た
寄
付
金
は
、
約

２
カ
月
で
目
標
額
の
８
０
０
万

円
を
上
回
っ
た
。
式
で
は
、
山

崎
史
郎
駐
リ
ト
ア
ニ
ア
大
使
が

リ
ト
ア
ニ
ア
側
に
寄
付
金
目
録

を
授
与
。ヤ
ヌ
ラ
イ
テ
ィ
ス
館
長

（
６
４
）
は
「
杉
原
氏
の
気
高

い
偉
業
を
伝
え
る
の
が
記
念
館

の
目
的
。
窮
状
を
救
っ
て
く
れ

た
皆
さ
ま
の
支
援
に
心
か
ら
感

謝
す
る
」
と
述
べ
た
。

　

杉
原
記
念
館
は
、
１
９
３

９
〜
４
０
年
に
日
本
領
事
館

の
建
物
と
し
て
使
用
。
杉
原
は

４
０
年
夏
、
駐
カ
ウ
ナ
ス
領
事

代
理
と
し
て
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ

の
迫
害
を
逃
れ
た
ユ
ダ
ヤ
難
民

に
２
千
通
以
上
の
日
本
通
過

ビ
ザ
を
発
給
し
た
。
戦
後
は
一

般
家
屋
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き

た
が
、
地
元
実
業
家
ら
が
９

９
年
に
基
金
を
創
設
し
、
翌
年

に
杉
原
の
功
績
を
紹
介
す
る
記

念
館
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

昨
年
の
来
館
者
１
万
９
１

７
６
人
の
う
ち
日
本
人
は
約

８
６
％
で
入
場
料
が
主
な
収

入
源
に
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

に
伴
う
休
館
な
ど
で
来
館
者

は
２
７
０
０
人
に
落
ち
込
む

見
通
し
で
、
公
的
な
運
営
支

援
を
受
け
て
い
な
い
記
念
館
が

支
援
を
求
め
て
い
た
。

　
ユ
ー
ラ
シ
ア
旅
行
社（
東
京
）

の
社
員
有
志
ら
が
、
昨
年
の

日
本
人
の
入
場
料
収
入
に
相

当
す
る
８
０
０
万
円
の
寄
付

金
を
８
月
末
か
ら
募
っ
た
結

果
、
１
０
月
末
ま
で
に
１
１

６
４
人
か
ら
１
０
４
８
万
７

５
０
０
円
が
集
ま
っ
た
。

し
た
黒
い
砂
粒
状
の
試
料
に
つ

い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
記
者
会
見

し
、
津
田
雄
一
教
授
は
「
明

ら
か
に
り
ゅ
う
ぐ
う
で
採
取
さ

れ
た
砂
が
相
当
量
（
カ
プ
セ

　
【
共
同
】
宇
宙
航
空
研
究

開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
は

１
５
日
、
探
査
機
「
は
や
ぶ

さ
２
」
が
地
球
に
帰
還
さ
せ

た
カ
プ
セ
ル
の
内
部
で
確
認

は
や
ぶ
さ
２　
試
料
採
取
成
功

「
り
ゅ
う
ぐ
う
の
砂
」
入
る

で
初
の
ワ
ク
チ
ン
実
用
化
。

流
行
が
収
束
に
向
か
い
、
傷

つ
い
た
社
会
、
経
済
の
回
復

に
つ
な
が
る
か
ど
う
か
期
待

が
高
ま
る
。
医
療
従
事
者
と
、

高
齢
者
ら
長
期
療
養
施
設
の

入
所
者
に
最
優
先
で
接
種
す

る
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
ツ
イ
ッ

タ
ー
に
「
お
め
で
と
う
米
国
、

お
め
で
と
う
世
界
」
と
投
稿

し
た
。
米
テ
レ
ビ
各
局
は
、
東

部
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
病
院
で
女

性
看
護
師
が
接
種
を
受
け
る

サ
イ
ト
「
ゆ
こ
ゆ
こ
」
に
よ

る
と
、
１
４
日
の
停
止
発
表

以
降
、
１
５
日
夕
ま
で
に
約

５
千
件
の
電
話
問
い
合
わ
せ

が
あ
っ
た
。
今
後
の
旅
行
に
つ

い
て
割
引
の
可
否
を
確
認
す

る
内
容
が
多
く
、
キ
ャ
ン
セ
ル

も
続
出
。
稲
佐
山
観
光
ホ
テ
ル

（
長
崎
市
）
は
１
５
日
昼
ま

で
に
５
０
件
、
１
８
０
人
分

の
解
約
を
受
け
た
。

　

国
交
省
は
、
全
国
の
地
方

運
輸
局
に
問
い
合
わ
せ
窓
口
を

設
置
、
資
金
繰
り
や
雇
用
維

持
の
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
経

営
が
悪
化
し
た
場
合
に
使
え

る
給
付
金
な
ど
国
の
支
援
制

度
も
紹
介
す
る
。

　

政
府
は
全
国
停
止
に
先
立

い
る
。
ワ
ク
チ
ン
へ
の
期
待
が

広
が
る
一
方
、
ワ
ク
チ
ン
懐
疑

論
の
解
消
が
今
後
の
鍵
を
握

る
。

　

米
国
で
ワ
ク
チ
ン
が
効
果

を
発
揮
す
る
か
ど
う
か
は
世

界
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
も

影
響
す
る
。
日
本
政
府
も

１
億
２
千
万
回
分
（
６
千
万

人
分
）
の
供
給
を
受
け
る
こ
と

で
基
本
合
意
し
て
お
り
、
早

け
れ
ば
来
年
３
月
に
接
種
が

始
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

食
品
医
薬
品
局
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）

が
今
月
１
１
日
に
ワ
ク
チ
ン
の

報
開
示
－
を
義
務
化
。
自
社

製
品
に
自
社
ア
プ
リ
を
載
せ
、

他
社
製
を
使
わ
せ
な
い
行
為

を
違
法
化
し
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
や
テ
ロ
関
係
な
ど
違
法
コ
ン

テ
ン
ツ
の
早
急
な
削
除
も
義
務

づ
け
る
。

　

米
国
の
グ
ー
グ
ル
、
ア
ッ
プ

ル
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ア
マ

ゾ
ン
・
コ
ム
の
「
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
」

４
社
を
含
む
約
１
０
社
が
規

Ｇｏ
Ｔｏ
停
止　
50
％
補
償

年
末
年
始
の
経
営
影
響
配
慮

広
島
市
の
早
期
除
外
協
議
へ

「命のビザ」

存続危機の
杉原記念館支援
寄付金、１千万円超える

大
阪
重
症
セ
ン
タ
ー
が
始
動

他
県
や
自
衛
隊
が
看
護
師
派
遣

記者会見する赤羽国交相＝１５日午
前、国交省 （共同）

か
れ
た
野
党
の
合
同
ヒ
ア
リ
ン

グ
で
、
立
憲
民
主
党
の
原
口
一

博
衆
院
議
員
は
「
今
す
ぐ
事

業
を
止
め
な
い
と
感
染
者
数

国
連
、日
本
の

「
豊
か
さ
」19
位

首
位
前
年
に
続
き
ノ
ル
ウ
ェ
ー

　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
】
国

連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）

は
１
５
日
、
２
０
２
０
年
版

の
「
人
間
開
発
報
告
書
」
を

発
表
し
た
。
国
民
生
活
の
豊

か
さ
を
示
す「
人
間
開
発
指
数

（
Ｈ
Ｄ
Ｉ
）」
の
世
界
ラ
ン
キ

ン
グ
で
は
日
本
が
１
９
位
で
、

前
年
の
２
０
位
と
比
較
し
て

ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
た
。
首

位
は
前
年
に
続
き
ノ
ル
ウ
ェ
ー

だ
っ
た
。

　

Ｈ
Ｄ
Ｉ
は
、
経
済
的
尺
度

で
は
測
れ
な
い
豊
か
さ
を
数

値
化
す
る
た
め
、
所
得
や
平

均
余
命
、
就
学
状
況
を
組
み

床
を
稼
働
さ
せ
る
に
は
約

１
３
０
人
の
看
護
師
が
必
要
。

１
４
日
時
点
で
、
自
衛
隊
の

ほ
か
、
府
内
の
医
療
機
関
や

看
護
協
会
か
ら
６
６
人
、
秋

田
や
京
都
、
福
岡
な
ど
１
３

府
県
か
ら
２
６
人
の
派
遣
が

決
ま
っ
た
。
他
に
大
学
病
院
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
か
ら
も
応
援
が

あ
り
、
１
２
０
人
程
度
は
確

保
の
め
ど
が
立
っ
た
と
い
う
。

　

自
衛
隊
は
府
立
中
河
内
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
（
東
大
阪

市
）
も
支
援
す
る
た
め
、
看

護
官
ら
４
人
を
派
遣
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
看
護
師
不

足
で
重
症
者
の
受
け
入
れ
を

拡
大
で
き
な
い
状
況
だ
っ
た
と

い
う
。

　

岸
信
夫
防
衛
相
は
１
５
日

の
閣
議
後
記
者
会
見
で
「
重

症
者
、
死
亡
者
の
発
生
を
食

い
止
め
る
た
め
に
貢
献
し
た

い
」
と
述
べ
た
。

大阪府立中河内救命救急センター
に入る自衛隊の看護師ら＝１５日午
前、大阪府東大阪市（代表撮影・
共同）

を
持
ち
帰
る
こ
と
に
成
功
し
た

可
能
性
が
高
く
、
津
田
教
授

は
「
サ
ン
プ
ル
リ
タ
ー
ン
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
完
全
完
遂
で
き
た
」

と
述
べ
た
。

　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
が
１
４
日
に
公

開
し
た
画
像
に
は
試
料
コ
ン
テ

ナ
内
に
黒
い
砂
粒
が
写
っ
て
い

た
。
り
ゅ

う
ぐ
う
表

面
も
石
炭

の
よ
う
に

黒
い
。

　

萩
生
田

光
一
文
部

科
学
相
は

１
５
日
の

閣
議
後
記

者
会
見
で

「
太
陽
系

初
期
の
痕

が
減
ら
ず
、
年
末
年
始
に
医

療
機
関
へ
の
負
荷
に
な
る
」
と

主
張
、
事
業
の
即
時
停
止
を

求
め
た
。

若
者
が
狙
わ
れ
、
約
２
カ
月

間
に
相
次
い
で
犠
牲
に
な
っ
た

事
件
。
矢
野
裁
判
長
は
判
決

理
由
で
「
会
員
制
交
流
サ
イ

ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
上
で
自
殺
願

望
を
表
明
す
る
な
ど
悩
み
を

抱
え
、
精
神
的
に
弱
っ
て
い
る

被
害
者
を
誘
い
出
し
た
手
口

は
巧
妙
で
卑
劣
だ
」
と
し
「
Ｓ

Ｎ
Ｓ
が
当
た
り
前
と
な
っ
て
い

る
社
会
に
大
き
な
衝
撃
を
与

え
た
」
と
し
た
。

　

動
機
は
「
金
銭
や
性
欲
な

ど
欲
望
の
充
足
や
自
己
都
合

き
る
と
し
た
。

　

ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
こ
の
ほ

か
米
国
が
１
７
位
、
韓
国
が

２
３
位
、
ロ
シ
ア
が
５
２
位
、

中
国
が
８
５
位
。
北
朝
鮮
や
ソ

マ
リ
ア
な
ど
６
カ
国
は
情
報
不

足
で
順
位
が
付
か
な
か
っ
た
。

緊
急
使
用
を
許
可
し
た
。
米

政
府
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
か
ら
１
億

回
分
を
入
手
す
る
こ
と
で
合

意
。
Ｆ
Ｄ
Ａ
は
今
週
中
に
米

モ
デ
ル
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
も
許
可

す
る
見
通
し
で
、
両
社
を
合

わ
せ
年
内
に
２
千
万
人
に
接

種
で
き
る
と
し
て
い
る
。

　

フ
ァ
イ
ザ
ー
の
ワ
ク
チ
ン
は

ド
イ
ツ
企
業
ビ
オ
ン
テ
ッ
ク
と

の
共
同
開
発
。
英
国
が
８
日

に
、
カ
ナ
ダ
も
１
４
日
に
接

種
を
始
め
た
ほ
か
、
メ
キ
シ

コ
な
ど
複
数
の
国
が
承
認
し
、

実
用
化
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
【
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
共
同
】
欧

州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
欧
州
委

員
会
は
１
５
日
、「
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ

（
ガ
ー
フ
ァ
）」
と
総
称
さ
れ

る
米
グ
ー
グ
ル
な
ど
巨
大
Ｉ

Ｔ
企
業
の
影
響
力
抑
制
や
違

法
コ
ン
テ
ン
ツ
排
除
を
一
層
促

す
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
規
制
２
法

案
を
発
表
す
る
。
重
大
な
違

反
に
は
年
間
売
上
高
の
最
大

Ｅ
Ｕ
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ

売
上
に
10
％
罰
金

域
内
業
務
停
止
も

の
旅
行
を
全
国
一
時
停
止
よ

り
前
倒
し
で
除
外
す
る
か
ど

う
か
湯
崎
英
彦
知
事
と
協
議

す
る
考
え
を
示
し
た
。

　

赤
羽
氏
は
記
者
会
見
で
、

補
償
拡
大
に
つ
い
て
「
年
末
年

始
は
既
に
予
約
が
相
当
入
っ
て

お
り
、
手
厚
い
支
援
策
を
講
じ

る
」
と
述
べ
た
。
補
償
額
の
上

限
は
１
人
１
泊
当
た
り
２
万

円
で
、
日
帰
り
は
１
人
当
た
り

１
万
円
。
費
用
は
ト
ラ
ベ
ル
事

業
の
予
算
か
ら
支
出
す
る
。

　

新
規
予
約
は
既
に
ス
ト
ッ

プ
、
予
約
済
み
で
も
割
引
は

適
用
さ
れ
な
い
。
予
約
済
み

分
は
２
４
日
ま
で
に
取
り
消

せ
ば
キ
ャ
ン
セ
ル
無
料
で
、
ツ

ア
ー
や
宿
泊
日
程
が
停
止
期

間
に
か
か
る
場
合
、
全
体
が

割
引
対
象
外
と
な
る
。

　

温
泉
旅
な
ど
を
扱
う
旅
行

制
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。

　

欧
州
委
は
こ
れ
ま
で
、
Ｅ

Ｕ
競
争
法
（
日
本
の
独
占
禁

止
法
に
相
当
）
な
ど
を
武
器

に
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
の
商
慣
行
や
企

業
買
収
、
納
税
な
ど
に
目
を

光
ら
せ
、
巨
額
の
制
裁
金
を

科
す
な
ど
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
蓄
積
さ
れ
た
個

人
デ
ー
タ
を
武
器
に
影
響
力

　

底
冷
え
の
す
る
朝
、
看
護

師
資
格
を
持
つ
陸
上
自
衛
隊
の

「
看
護
官
」
と
准
看
護
師
の

計
３
人
が
、
府
内
の
ホ
テ
ル
か

ら
送
迎
バ
ス
で
重
症
セ
ン
タ
ー

に
到
着
。
迷
彩
服
姿
で
中
に

入
っ
て
い
っ
た
。
セ
ン
タ
ー
は

午
前
、
患
者
１
人
を
受
け
入

れ
た
。

　

吉
村
洋
文
知
事
は
、
運
用

開
始
に
つ
い
て
「
応
援
し
て

く
れ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た

い
。
医
療
資
源
は
限
り
が
あ

だ
け
を
目
的
と
し
、
身
勝
手

で
酌
量
の
余
地
は
な
い
」
と
指

摘
し
た
。

　

被
害
者
が
殺
害
を
承
諾
し

て
い
た
か
ど
う
か
の
判
断
で

は
、
被
告
の
供
述
は
「
基
本

的
に
信
用
で
き
る
」
と
し
た
上

で
、
事
件
の
経
緯
や
犯
行
状

況
を
検
討
し
た
。

　

被
害
者
は
予
告
や
前
触
れ

な
く
い
き
な
り
襲
わ
れ
た
り
、

自
殺
の
意
図
が
あ
っ
た
と
し
て

も
想
定
と
は
懸
け
離
れ
た
方

法
で
殺
害
さ
れ
た
り
し
た
な
ど

と
し
「
黙
示
を
含
め
承
諾
は

し
て
い
な
か
っ
た
」
と
認
定
。

承
諾
殺
人
罪
が
成
立
す
る
と

の
弁
護
側
主
張
を
退
け
た
。

被
告
は
公
判
で
「
承
諾
は
な

か
っ
た
」
と
供
述
し
て
い
た
。

　

弁
護
側
は
「
被
告
に
精
神

合
わ
せ
て
算
出
す
る
。
２
位

に
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
ス
イ
ス

が
並
び
、
上
位
に
は
欧
州
諸

国
が
目
立
っ
た
。
４
位
に
入
っ

た
香
港
は
中
国
に
よ
る
統
制

強
化
で
自
治
の
後
退
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
が
、
所
得
の
高
さ

や
平
均
余
命
の
長
さ
が
評
価

さ
れ
た
。

　

報
告
書
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
流
行
の
影
響
に
よ
り
、

今
年
は
世
界
全
体
の
Ｈ
Ｄ
Ｉ

が
１
９
９
０
年
の
統
計
開
始

以
来
初
め
て
低
下
す
る
と
推

計
。
社
会
格
差
が
拡
大
し
て

い
る
こ
と
に
危
機
感
を
示
し

た
。

　

気
候
変
動
を
巡
っ
て
は
、
最

貧
国
で
は
２
１
０
０
年
ま
で

に
、
異
常
気
象
に
見
舞
わ
れ

る
日
数
が
１
年
当
た
り
最
大

で
１
０
０
日
増
加
す
る
可
能

性
が
あ
る
と
指
摘
。
温
暖
化

対
策
の
国
際
枠
組
み
「
パ
リ

協
定
」
が
完
全
に
履
行
さ
れ

れ
ば
、
増
加
日
数
は
半
減
で

を
一
層
高
め
つ
つ
、
企
業
買
収

な
ど
も
絡
め
て
ラ
イ
バ
ル
の
参

入
を
阻
む
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
の
姿
勢

を
変
え
ら
れ
ず
、
新
た
な
立

法
を
検
討
し
て
い
た
。

　

Ｅ
Ｕ
の
デ
ジ
タ
ル
規
制
を
巡

る
法
律
は
２
０
０
０
年
に
制

定
さ
れ
て
お
り
、
既
に
時
代
遅

れ
と
な
っ
て
い
た
。
法
制
化
に

は
加
盟
国
と
欧
州
議
会
の
承

認
が
必
要
。

跡
が
残
る
小
惑
星
地
下
の
サ

ン
プ
ル
も
含
ま
れ
て
い
る
と
期

待
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
の
解
明

や
生
命
の
起
源
の
謎
に
迫
る

成
果
を
期
待
す
る
」
と
話
し

た
。

　

は
や
ぶ
さ
２
は
２
０
１
９

年
２
月
と
７
月
に
、
り
ゅ
う

障
害
は
な
い
」
と
す
る
起
訴

前
の
鑑
定
結
果
を
疑
問
視
し
、

刑
事
責
任
能
力
も
争
っ
た
が
、

判
決
は
「
鑑
定
の
信
用
性
は

高
い
」
と
し
た
。

　

そ
の
上
で
「
被
告
が
罪
を

認
め
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て

も
刑
事
責
任
は
極
め
て
重
大

だ
」
と
し
、
死
刑
は
や
む
を

得
な
い
と
結
論
付
け
た
。

　

被
告
は
死
刑
で
も
控
訴
し

な
い
意
向
を
示
し
て
い
る
が
、

弁
護
側
は
判
決
後
「
控
訴
を

検
討
す
る
」
と
述
べ
た
。

　

判
決
に
よ
る
と
、
座
間
市
の

自
宅
ア
パ
ー
ト
で
１
７
年
８
月

下
旬
〜
１
０
月
下
旬
、
女
性

８
人
に
性
的
暴
行
し
た
上
、
男

性
１
人
を
加
え
た
９
人
を
ロ
ー

プ
で
首
を
絞
め
て
殺
害
し
、
現

金
数
百
〜
数
万
円
を
奪
っ
た
。

ぐ
う
に
着
陸
。
カ
プ
セ
ル
に
は

０
・
１
グ
ラ
ム
以
上
の
岩
石
の

か
け
ら
が
入
っ
て
い
る
と
み
ら

れ
る
。

東
京
地
裁

立
川
支
部



　ブラジルホンダ自動車
の子会社で、リオ・グラ
ンジ・ド・スル州シャン
グリラ市にある同社の風
力発電パークを管理する
ホンダ・エナジー社は、
１２月初旬に発電量の容
量を拡張した事を発表し
た。
　１１月には、既に昨年
４月に行われた容量拡張
計画の発表に基づいて、
もう１機の風力タービン
の稼働に入っていた。
　2014 年に発足したこ
のイニシアチブは、ホン
ダの環境への取り組みを
具体化している。
　2000 年 の 排 出 量 を
ベースにして、製品およ
び 製 造 プ ロ セ ス に お け
る二酸化炭素の排出量を

O modelo mais vendido 
d a H o n d a n o B r a s i l , 
chega à linha 2021 com 
novos equipamentos e 
tecnologia embarcada, 
a l é m d e  n o v i d a d e s 
em design, conforto e 
segurança. 
Todas as versões passam 
a t r a z e r f a r ó i s c o m 
regulagem elétrica de 
altura do facho de luz e 
sensor crepuscular para o 
acendimento automático. 
As versões Touring e 
E X L r e c e b e m n o v a s 
rodas de liga leve de 17 
polegadas, com design 
diferenciado, e novos 
faróis de neblina em LED, 
com desenho horizontal, 
similar ao adotado no CR-
V. A versão EXL ganha 
ainda faróis ful l LED, 
antes disponíveis apenas 
na Touring, retrovisor 

O piloto Max Verstappen 
v e n c e u o G P d e A b u 
Dhabi – 17ª e ú l t ima 
etapa do Campeonato 
Mundia l de P i lo tos e 
Construtores da F-1.
Foi a segunda vitória do 
holandês na temporada 
e a terceira vitória da 
Honda em 2020; único 
m o t o r  a  s u p e r a r  a 
Mercedes.
Em segundo, cruzou o 

A Honda ADV foi lançada no 
Brasil no final de novembro 
incorporando a filosofia da 
X-ADV, a scooter de 750cc 
lançada em 2017, com a 
capacidade de conciliar 
a agilidade das scooters 
com a versatilidade de uma 
trail.
O  c o n c e i t o  “ C i t y 
Adventure” no segmento 
das scooters é replicado 
no leve e compacto Honda 
A DV, q u e n ã o a p e n a s 
herda o design da irmã 
maior como também a 
atitude para se aventurar 
por caminhos difíceis.
A ADV é uma mistura de 
conceitos: prática e ágil 
como uma scooter no dia 

aty@globo.com Amauri Teruo Yamazaki – São Paulo – SP

AUTOS
ホンダ、風力発電パークで
10機目の風力タービン稼働を発表
Honda inaugura décimo aerogerador 

em seu Parque Eólico

2050 年までに 50％削減
するという世界的な目標
を達成するため、ブラジ
ルでの企業活動において、
風力発電分野が持続可能
なエネルギー源を創出す
る機会である事を見極め
たという。
　この発電事業は、二酸
化炭素排出率が最も低い
事業の 1 つであり、国内
で有効に風力を利用でき
ることから好まれている。
　新しい数風力タービン - 
Novo aerogerador
　新しい風力タービンの
建設が完了したことによ
り、同パークには現在 10
台のタービンが設置され
ており、容量は 31.7 メガ
ワット（MW）となって
発電容量が約 11％増加し

interno fotocrômico e 
sensor de chuva. 
A versão EX conta agora 
com retrovisores com 
rebatimento elétrico e 
função tilt down, além de 
receber mais dois airbags 
(de cortina), totalizando 
seis bolsas infláveis de 
proteção. 
Já a versão LX, ganha 
central multimídia de 7 
polegadas touchscreen, 
com conectividade para 
Apple CarPlay e Android 
Auto, a mesma adotada 
na versão EX, que permite 
a operação de mapas de 
navegação do Waze e 
Google Maps, músicas 
v i a  B l u e t o o t h ,  p o r 
dispositivos portáteis ou 
de serviços de streaming, 
além da função Voice Tag 
(Reconhecimento de Voz) 
no volante, que permite 

finlandês Valtteri Bottas 
da Mercedes seguido 
pelo seu companheiro 
de equipe, o inglês Lewis 
Hamilton, em terceiro.
Verstappen venceu de 
ponta a ponta e não foi 
ameaçado pelas duas 
Mercedes durante toda a 
prova. O holandês chegou 
c o m 15,97 s e g u n d o s 
de vantagem sobre o 
segundo colocado.

a dia, e valente e divertida 
c o m o  u m a  p e q u e n a 
trai l para encarar com 
desempenho em terrenos 
acidentados.
Presença do sistema de 
frenagem ABS, suspensão 
traseira a gás, da SMART 
K e y  S y s t e m  ( c h a v e 
presencial), iluminação full 
LED, painel LCD e para-
brisa ajustável em duas 
posições.
Motor & Ciclística
• Motor 150cc OHC com 
tecnologia eSP – enhanced 
Smart Power
• Maior potência e torque 
e m b a i x a s  e  m é d i a s 
rotações
•  T r a n s m i s s ã o  C V T 

た。
　新しいタワーに関連し
ては、その発電量は 3.8
メガワットで、他のモデ
ル の 風 力 タ ー ビ ン よ り
23％多く、タワーの高さ
は 112 メートルと、ブラ
ジルで設置されたタワー
の中で最も高いという。
　国内において、風力エ
ネルギー活用の参考拠点
となるホンダ・エナジー
風力発電パークは、自動
車業界の企業が所有する
事 業 に お い て は 唯 一 と
なっている。
　これによりホンダは、
クリーンで再生可能な電
力の自給自足を実現して
いる。

a t e n d e r  e  r e a l i z a r 
chamadas e reproduzir 
músicas. 

A LX recebe ainda os 
repetidores de seta nos 
retrovisores externos 
e quatro airbags novos 
(dois laterais e dois de 
cortina). 

C o m i s s o ,  t o d a s  a s 
versões do HR-V 2021 
passam a contar com 6 
airbags (dois frontais, 
dois laterais e dois de 
cor t ina ) , r e fo rçando 
ainda mais a segurança 
do modelo.

PREÇOS:

LX: 	 R$ 105.100,00 
EX: 	 R$ 111.500,00 
EXL: 	 R$ 123.600,00 
Touring: R$ 148.800,00

Faltando quinze voltas 
para o encerramento 
da prova, Verstappen se 
deu ao luxo de informar 
aos boxes que a equipe 
p o d e r i a  r e d u z i r  a 
potência do motor para 
poupar o equipamento.
A Fórmula-1 faz uma pausa 
para as férias de final de 
ano e retorna no dia 21 de 
março de 2021, com o GP 
da Austrália de F-1.

(V-Matic)
• Chassi tubular de aço 
reforçado
• Suspensões de longo 
c u r s o  –  1 3 0 m m  n a 
dianteira e 120 mm na 
traseira
• Pneus on-off, aro 14″ na 
dianteira e 13″ na traseira
•  F r e n a g e m  A B S  n a 
dianteira
• Capacidade do tanque de 
combustível de 8 litros
M o t o r m o n o c i l i n d r o 
d e  149,3 c m3,  S O H C 
( S i n g l e  O v e r  H e a d 
Camshaft), 4 tempos, com 
injeção eletrônica PGM-
F I ( P r o g r a m m e d F u e l 
Injection), arrefecido a 
líquido e com transmissão 
automática continuamente 
variável CVT (V-Matic). O 
motor deriva da Honda 
PCX 150.
Preço, cores, garantia
A Honda ADV 2021 tem 
garantia de três anos, sem 
limite de quilometragem, e 
chega às concessionárias 
d e  t o d o o  B r a s i l  e m 
d e z e m b r o d e 2020. O 
preço sugerido é de R$ 
17.490,00, base Estado de 
São Paulo, não inclusos o 
frete e seguro.
C o r e s  d i s p o n í v e i s : 
v e r m e l h o  e  b r a n c o 
perolizado.

Honda apresenta
HR-V modelo 2021

Honda do Brasil lança 
nova scooter ADV 150 cc

Max Verstappen da Red Bull Honda 
vence o GP de Abu Dhabi de F-1

O holandês Max Verstappen da Red 
Bull Honda acumula 10 vitórias na 
Fórmula-1.

Toyoharu Tanabe e Masashi Yamamoto da 
Honda comemoram a vitória de ponta a 
ponta de Verstappen em Abu Dhabi. 
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 Parque Eólico da Honda situa-se na cidade de Xangri-lá no estado do Rio 
Grande do Sul.

Honda HR-V ganhou novas rodas de 17 polegadas nas versões Touring e EXL, e 
novos faróis de neblina em LED, com desenho horizontal.

Nova scooter vem com pneus de uso misto, painel digital 
em LCD, farol e setas em Full LED e grande autonomia 
com de tanque de 8 litros. Preço de R$ 17.490,00.
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